
ロ
バ

ー

ト
・
オ

ー

ウ

エ

ン
の
勢

働

交

換

銀

行
手

塚

士冒
葡

郎

ロ
バ
ー
ト
・
オ

ー
ウ

エ
ン
は

一
七
七

一
年

五
月
十

四

日

冒
。
暮
σq
・
。。三
お

Qり
。
<
①
「旨

の
河
岸

の
、
人

口

一
千
ば

か
う

の

一
村
落

完
。
≦
8
≦
旨

に
、
馬
具
職

人
の
息
子
と
生
れ
π
。
十
歳

の
時
四
十
志

を
懐

に
し
て
郷
關

を
出
で
、
倫
敦

な
る

兄
の
下
に
行

つ
泥
が
、
兄

の

唄
友
人

の
世
話
す

る
所
あ

つ
て
、
彼

は

○。
鼠
ヨ
♂
乙

の

一
商
人

冒
ヨ
窃

竃
。
Ω
・
き
㈹

の
小

僧

と
な

つ
た
。
竃
。
9

撃
αq

は
僅

か
に
二
志
の
財
産

よ
う
身
を
起

し
π

る
人
で
あ

つ
て
、
其
健
實
な
る
人
格
と
奮
圖

心
が

、
オ

ー
ウ

エ
ン
に
影
響

せ
る
こ
と

は
甚
だ
大
で
あ

る
。
後
彼

は
更

に
見

識
を
廣

む
る
爲

め

ロ
ン
ド

ン
に
向

ひ
、

薄
利
多
費
主
義

を
標
榜
せ

る
日
用
品
商

コ
一茸

商
會

に
入

つ
π
。
更

に
彼

は

マ
ン
チ

エ
ス
タ
ー
に
至
う
、

一
綿

布
商

に
雇

は
れ
、
十
入
歳
懐
で

止

つ
た
。
友

人

の

』
9
ρ窃

な

る
人
新
紡
績
機

の
製
作
を

企
て
、
協
力
者
を
求

め
し
か
ば
、
・

ロ
バ
ー
ト
・
ナ

ー
ウ

緩

y
の
勢
働
交
換
銀
行

三

一
七



商

學

討

究

第

】
巻

(下
)

三

一
八

彼

は
之

に
組
し

、
後

濁
力

小
繹
螢

を
行

ひ
つ
＼
あ
う
し
と
き

、
其
経
螢

に
於

け
る
奇
才
を
認

め
ら
れ
、

U
触言
鉾
く
馨
卑

紡
績
工
場

に
入

り
て
支
配
人
と
な
b
、
五
百
人
の
勢
働
者
を
指
揮
す

る
に
至

つ
虎
。
そ
れ
は
彼
が

+
九
歳

の
時
で
あ

る
。

工
揚

の
縄
管

に
忙
殺
せ
ら
れ
、
多
く

の
鯨
暇
を

も

π

な

か

つ
π
が

、
彼

は

マ
ン
チ

エ
ス
タ

ー
・
コ
レ
ツ
ヂ

に
於

け
る
馨
師

ダ

ル
ト
ン
や

ク
ー
リ

ッ
ヂ
な
ど
云

ふ
人

々
の
講

演
を
聞
く
を
好
ん
で

ゐ
π
と
云
ふ
。
科
學

・
道
徳

・
宗

敷

等
を
論

じ
尤
此
ら
の
講
演
會

の
討
論
に
於

て
オ

ー
ウ

エ
ン
は
総

て
の
宗

敏
を
攻
撃

し
尤
。
彼

は
之
ら

の
討
論
會
に
於

て
、
人
間
を
生
き
π

る
自
働

機
械

即
ち
自
然
と

肚
會
と
に
依

て
、
推
論

の
目
的

の
爲

め
に
、
作
ら

れ
た
る
推
論

の
機

械

と
な
し
π

る
が
駕

め
、
..日
帯

お
霧
・
コ
冒
σq
∋
碧
罫
一。、、
の
練
名

を
與

へ
ら
る

＼
に
至

つ
π
。
彼

は

マ
ン
チ

エ
ス
タ
ー

の
文
藝
哲
學

會
員
と
な
め
、
此
會
合

に
於

て
初

め
て
演
説
な

る
も
の
を
行
ひ
、
紡
績
問
題
を
論

じ
た
が
、
そ
れ
に
は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

何
ら

の
系
統

も
な
く
無
知
と
無
禮
裁

を
表
明

し
た

の
み
で
、
大
味
噌
を

つ
け
た
と

云
ふ
。

こ
れ
に
戚
ず

る
所

あ

つ
て

彼

は
辮
説

の
練
習
を
大

い
に
努
め
、
後
年

に
於

て
民
衆
を
動

か
す

Z
と
大
で
あ

つ
π
演
説

の
技
偏

を
磨
く

に
至

つ
π

の
で
あ

る
と

云
ふ
。
博
識

に
し
て
遜

譲
な
る
名

士
の
う
ち

に
伍
し
て
、
比
較
的

に
無
學

で
は
あ

つ
た
が

オ

ー
ウ

ヱ
ン

は
大
謄

に
遠
慮

な
く
其
所
信
を
述

べ
π
。
或

日

こ
の
會
合

に
於

て
ラ
ボ
ァ
ヂ

エ
及
び

シ
ヤ
プ
タ
ル
の
襲
見

に
議
論
が

及
ん
だ
と
き

、
彼

は
宇
宙

を
大
な
る
實
験
室
な
う
と

し
、
人
間
を
複
雑

な

る
化
合
的
組
成
物
な
う
と
説

い
虎
。
以
後

人

々
は
彼

を
呼
ぶ
に

日
ゴ
o
喜

ま

ω。
℃
冨
『
≦
ゴ
。
一コ
器
口
α
¢α
8

ヨ
芽
。
ヨ
2

ξ

9
。
ヨ
凶ω曽
楓

を
以

て
す
る
に
至

つ
π
と



傳

へ
ら

る

㌦
。

b
昏

写

象
2

の
工
場

に
入
ゐ

て
六

ヶ
月
の
後
、
オ

ー
ウ

エ
ン
は
給

料
を
壇
額
し
、
組

合
員
と

せ
ら
れ
π
き
旨

を
要

求
し
π
け
れ
共

、
U
}

搾
竃
簿
2

氏

の
拒
絶
す

る
所

と
な

つ
π

の
で

、
此
工
場
を
去
う
、
倫
敦
及
び

マ
ン
チ

エ
ス
タ
ー

め
豪

商

鵠
。
「δ
9
一。
陣
≧

臨
奮
。
岳

及
び

団
餌
『8
房

と
組

合
を
作

つ
た
。

オ
ー
ウ

エ
ン
の
経
螢

の
下

に
此
會
肚

は
大

い
に
繁
榮

し
、
蘇
格
蘭
方
面

に
も
多
く
の
顧
客
を
集

め
泥

の
で

、

オ

ー
ウ

エ
ン
は
屡

々
グ
ラ

ス
ゴ
ー
市
に
族
行
を
す

る
心
要
が
あ

つ
π
。

之
れ
か
機
會
と

な

つ
て
、
オ

ー
ウ

エ
ン
と
グ

ラ

ス
ゴ
ー
の
或
大
紡
績
業
者

の
娘

∪
9
一。
嬢

と

の

情

熱
的
懸

愛
と
な
φ
、
結
局
彼

は
此
懸

に
成
敷

し
、
且
つ
六
萬
膀

の

宕
。
ミ

H
9
舞
井

工
場
を
得

だ
。

か
く
し
て
二
十

九
歳

に
し

て
オ
ー
ウ

エ
ン
は
此
重
要

な
る
紡
績

工
揚

の
経
螢

を
掌

握
す

る
に
至

つ
π
の
で

あ
る
。

幼
き
+
歳

の
と
き

ょ
う
商
費

に
馴
れ
π

オ

ー
ウ

エ
ン
は
商
業

に
巧
み
で
は
あ

つ
た
が
、
他
方

に
於

て
紡
績
工
揚

の

経
螢

者
と
し
て
、
彼

は
十
入
世
紀

末
を
記
し
カ
る
産
業
革
命
を
具
さ
に
見
π

の
で
あ

つ
た
。
げ

に
當

時
紡
績
業

は
大

工
業

の
唯

一
の
領
域
で
あ

つ
π

の
で
あ

る
。

オ

ー
ウ

ェ
ン
は
ワ
ッ

ト
及
び

ア

ー
ク
ラ
イ
ト
の
登
明
に
因

う
て
生
じ
禿

る
機
械

の
使
用

と
生
産

力

の
塘
大

よ
う
生
れ
出

べ
き
肚
會
的
結
果
を
観
破

し
た
の
で
あ

る
。
彼

の
思
想
が
受
け
泥

る

第

一
の
印
跡
は
事
實

に
よ
う

て
與

へ
ら
れ
π
る
敷

へ
で
あ
う
、
此
事
業

上
の
實
践
的
敷
養
で
あ

る
。

こ
れ
ら
は
彼

の

戚
傷
的
性
質
と
結
合

し
、
時
代

の
主
理
的
精
紳
と
結
合
し
、
彼

の
氣
風
と
學
説
と

を
作
め
成
し
π

の
で
あ

る
(註
)。

レ

バ
ー
ト
・
オ

ー
ウ

エ
y
の
勢
働
交
換
銀
行

三

一
九



商

學

討

究

第

一
雀

(
下
)

,

三
二
〇

(
註
)

以
上

ピ
ζ
8
。孕
ご
融

。
h
閃
・
O
≦
Φ♪

℃
℃
・
回
陣

ψ巳
く
己
国
・
U
。
濠
碧
ン
ロ
。
9
轟
7

℃
℃
9
いO
。[
。・巳
く
・
及
び
上
田
貞
次
耶
博
士
著
産
業

革
命
史
研
究
第
二
一
三
頁
以
下
、
並
に

掲
巴
ヨ
o
「o"
ズ

O
≦
2

等
に
擦
る
。

一
般

に

オ

ー

ウ

エ

ン
は

只

一
つ

の

思

想

し

か

有

つ
て

ゐ

な

か

つ
π

と

云

は

る

、
。

彼

自

ら

自

叙

傳

中

に

彼

は

根

本

的

一
原

理

を

有

し

て

、
そ

れ

よ

り

総

て

の

結

果

を

導

く

者

な

る

こ
と

を

認

む

る
。

彼

の

あ

ら

ゆ

る
著

作

の
到

る

所

に

、

『
人

の

品

性

は
原

料

の
産

物

に

過

ぎ

諏
。
』

と

繰

返

へ
さ

る

＼
。

謂

ふ

所

の
意

味

は

人

間

の
品

性

は

環

境

の
産

物

な

ム

と

云

ふ

に

あ

る
。

一
入

○

○
年

濁

立

し

て
経

螢

を
螢

む

に

至

る
や

、
彼

は

此

環

境

論

を

以

て

其

使

用

人

に

劃

す

る

彼

の

行

爲

の
指

導

原

理

と

な

し

尤

。

同

じ

思

想

が

彼

の

一
生

を

貫

流

す

る

の
で

あ

る

。

彼

は
自

叙

傳

に

述

べ

て

云

ふ

、

『
余

は

多

く

の
経

駿

を
経

、
多

く

の

國

々
を

見

、
様

々
な

る

肚

會

階

級

の
う

ち

に
経

過

し

て
今

入

十

六

歳

に
垂

ん

と

す

る

の

で

あ

る

が

、
今

に

至

釦

て

術

強

く

余

の
精

騨

に
刻

ま

れ

カ

る

一
所

信

を

繰

返

し

強

調

せ

ざ

る

を
得

な

い
。

人

聞

の
原

理

と

實

行

と

の
根

本

的

愛

更

を

そ

と

に

し

て

は

、

政

窯

・
宗

敷

等

の
改

造

と

云

ふ

が

如

き

哀

れ

な

計

叢

は
菅

に

慣

値

無

き

の

み

な

ら

ず

、

宇

宙

に

於

け

る
善

良

・
全

知

と

幸

顧

と

の

即

時

的

實

現

に

障

碍

と

な

る

も

の
で

あ

る
』
(註
)
。

(
註
)

O
蓄
3
》
9
。甑
。
㎎
巷
圧
ρ
℃
・
ミ
D
オ

ー
ウ

エ

ン
の
著
書
中
余
が
小
樽
に
於
て
利
用
し
得
う
も
の
に
、
目
冨

男
。〈
9
5ま
昌
ぎ

齢}δ

竃
凶邑

餌口
ら
℃
蜀
〇二
〇ρ
H◎。お

と
自
叙
傳
と
の
み
o
故
に
オ
ー
ウ
ェ
y
に
關
し
て
本
章
中
に
引
用
ぜ
ら
る
」
も
の
」
多
く
は
、
b
o
濠
鏑
霧
"
口
・
O
≦
o
ε

O
o
5

肉
・
○
≦
窪
"
お
温

等
工
・り
孫
引
き
す
ろ
も
の
に
か
」
ろ
。
切
に
讃
者
の
諒
恕
な
願
ふ
。

六

十

年

の

間

オ

ー

ウ

エ

ン
は

、
彼

が

根

本

的

誤

謬

な

う

と

し

て
攻

撃

す

る

人

間

の

自

由

と

責

任

と

に

封

す

る
信

仰



弓

を
打
破
せ
ん
乙
と
を
己
の
使
命
と
信
じ
控
の
で
あ
る
。
彼
自
ら
自
叙
傳
中
に
述
ぶ
る
が
如
く
、
人
間
は
其
徳
及
び
其

ぬ
し

罪
悪

の
主
で
あ

ら
、
從

て
紳
と

人
間
と

の
前

に
各

の
行
爲
と
各
の
性
質
と

の
責
任
を
有
す

る
も
の
で
あ

る
と

の
信
仰

を
打
ち
破

る
べ
き

こ
と
を
、
遇

ふ
人
毎

に
説
き
明
か
す

の
を
彼

は
そ

の
使
命
と
考

へ
て
ゐ
カ

の
で
あ

つ
カ
(註
)。
彼

に

よ
れ
ば
此
信
仰

乙
そ
、
人
間
が
苦

し
む
総

て
の
悪

を
生

む
根
本
的
誤
謬

な

の
で
あ

る
。

(
註

)

O

類
o
♂

卜
葺

o
げ
一
〇
げq
冨

℃
ぼ

①
℃

℃
.
㍊

.

オ

ー
ウ

エ
ン
に
擦
れ
ば

、
人
間

は
受
働
的

に
外
的
事
情

の
強

い
影
響
を
受
く
る
も

の
で
あ

る
。
品
性
は
自
然
と
肚

會
と

の
産

物
で
あ

る
。
自
然

は
善
に
し
て
、
肚
會

は
悪

で
あ

る
。
悪

は
制
度

に
あ
う

て
人
間
に
あ

る
の
で

は
な

い
。

肚
會

の
う
ち
に
於

け

る
人
間

の
苦
悶
と
貧

乏
と
は
、
人
間
が
政
治

し
、
政
治

せ
ら
る

＼
方
法
よ
6
出
つ

る
も

の
で
あ

る
。
か
く
品
性

は
肚
會
的
環
境

の
産

物
で
あ

る
か
ら
、
人
間

の
生
活
を
改
造
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
肚
會
的
環
境

を
改
善

せ
ね
ば
な
ら

澱
。
肚
會
は
自
然

の
法
則

に
反
す

る
不
合
理
な
る
基
礎

の
上
に
立

つ
。

現
在

の
不
合
理
な
る
組
織

に
代

ヘ

へ

ぬ

ヘ

へ

囲

る
に
全
く
新

な
る
組
織
で
あ

る
合

理
的
組

織
を
以
て
せ
ね

ば

な

ら

澱
。

オ
ー
ウ

エ
ン
曰
く

、
『
自
然

は
我
ら
人
間

が
欲
す

る
総

て
の
物

を
豊
富

に
生
産

す

る
に
充
分
な

る
地
面
を
我
ら
に
與

へ
て
く

れ
π
。
我
ら
は
之

を

知

ら

ず

し

て
、
葡

萄
を
植

ふ
べ
き
所

に
荊
棘
を
植

ゑ
穴
の
で
あ

る
。
』
(註
一
)

人
間

の
品
質
は
外
的
事
情

に
よ
う

て
作
ら

る

＼
柔

軟

な
る
捏
粉

の
如
き

も

の
で
あ
る
。
品
性

の
出
來
損

ひ
は
制
度

に
因
る
竜

の
で
あ

る
。
故

に
人
間
を
善
良

・
聰
明

に

騨
バ
ー
ト
・
ナ

ー
ウ

エ
y
の
勢
働
交
換
銀
行

三

二

}



商

學

討

究

・
第
∴

巻

(
下
)

鴇

三

ニ
ニ

し

て

幸

帽

な

る

も

の

た

ら

し

む

る

に

は

、

外

的

事

情

と

制

度

と

を

改

む

れ

ば

足

る

の

で

あ

る

(
註
二
)
。

『
外

的

事

情

の

統

制

に

依

う

て

、

我

ら

は

此

世

界

に

於

て

容

易

に

確

實

に

、

人

間

を

し

て

善

を

な

さ

し

め

叉

は

悪

を

爲

さ

し

む

る

こ

と

が

出

來

る

。
』
(
註
三
)

而

し

て

人

間

を

形

成

す

る

外

的

事

情

の

う

ち

最

も

有

力

な

る

も

の

は

敷

育

で

あ

る

。
『
歎

學

の

原

理

と

同

じ

く

確

か

な

原

理

が

如

何

な

る

品

性

の

形

成

に

も

適

用

せ

ら

る

＼

こ

と

が

出

來

る

。
』
(註
四
)

(
註

一
)

O
類
窪
鳩
〉

乞
Φ毛

≦
o≦

o
h
しD
8
一〇帥団
、
9
霧

.、=
盆

o
州
力
・
O
ミ
窪
、.
℃
舞

一巳
ーヨ
ゆ
ヨ
Φ讐
く9
●
ど

唱
.
い
o◎◎
9

(
註
二
)

O
≦
。ジ

日
冨

切
8
昇
。
h
昏
⑦
嵩
窯

目
。「巴

類
。
藁
一"
や

く
・

.

(
註
三
)

o
ミ
。♂

》

2
。譲

≦
o毛

亀

ω
。9
象
団
診
蕊

一.諺
β芭
)δ
m錘
層
岳
。"
ぐ
o
ド
剛》
"
℃
・
い
0
9

(
註
四
)

O
零
oP

H玄
像
.'
〈9
.
ど

唱
℃
.
いO
い
g

Nゆ
N
・

さ
れ
ば
オ
ー
ウ

エ
ン
に
と
血
て
、
敷
育
は
杜
會
制
度
の
う
ち
に
て
最
も
重
要
な
る
竜
の
で
あ
る
。
國
家

の
任
務
の

第

輔
は
総
て
の
個
人
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
敷
育
の
合
理
的
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
然
し
合
理
的
敷
育
組
織
の
み

が
肚
會
制
度
で
は
な

い
。

こ
＼
に
既

に
オ
ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
改
良
の
目
指
す
所
は
明
で
あ
っ
て
、
人
間
を
徳
と
幸
幅

と
に
導
く
べ
き
外
的
環
境

の
人
爲
的
創
造
で
あ
る
。

彼

の
思
想
の
か
＼
る
概
観
は
直
ち
に
彼

の
思
想
の
起
源
を
指
示
し
得
る
。
彼

の
肚
會
観
は
+
入
世
紀

の
哲
學

の
論

理
的
演
繹
め

結
果
で
あ
る
。
理
性
に
劉
す
る
信
頼

・
自
然
法

の
信
仰

・
人
間
及
び
肚
會
の
即
時
的
攣
更

の
可
能

の
信

仰
等
、
之
ら
は
何
れ
も
其
時
代
思
想
を
特
色
付
く
る
特
性
で
あ
る
。
肚
會
的
機
關

の
改
造
の
簡
輩
な
る
こ
と
、
地
上



に
樂

園
を
實

現
す

る
に
充
分
な
る
改
造

を
行

ひ
得

る
Z
と
は
、
當

時

の
哲
學
者

・
肚
會
改
造
論
者

の
間

に
存

在
せ
る

共
通
な
思
想
で
あ

る
。
英

國
に
於

て
も

フ
ラ

ン
ス
に
於

て
も
+
九
世
紀
初
頭

の
肚
會
主
義

者
が
其

の
組
織
を
作

る
爲

め
に
擦
う
π
る
も

の
は
、
十
入
世
紀

に
於
け

る
主
理
主
義

の
哲
學

で
あ

る
。
此

の
黙

に
於

て
オ

ー
ウ

エ
ン
と

フ
ー
リ

エ
と

は
好

一
封
で
あ

る
。

一
見
爾
者

の
説

は
訳

い
に
異

る
が
如
く

に
し
て
、
實

は
其
根
底

に
於

て
の
み
な
ら
ず

、
詳

細

の
部
分
ま
で
同

一
で
あ

る
。
竜
と
よ
b
漫
化

に
乏
し

い
オ

ー
ウ

エ
ジ

の

シ
ス
テ

ム
と

想
像

の
豊

か
な

る

フ
ー
リ

エ

の
そ
れ
と

の
間

に
は
少
か
ら
ざ

る
相
異
を
認

め
ね
ば
な
ら
諏
。
然
し
此
ら

の
相
異
は
自

然

の
法
則
と

人
間
の
戚
情

の

善
と

を
信
ず

る
組

織
、
同

じ
肚
會
的
自
働
主
義
よ
う
來

り
て
無
意
識

に
権

力
主
義
に
導
き

控
る
同

一
の
組
織

の
英

・

佛

の
現
れ
方

の
相
異

に
過
ぎ
な

い
。
此

ら
二

つ
の
組
織

の
同

一
性

は

フ
ー
リ

エ
自
ら
説
く
所
で
あ

る
。

フ
ー
リ

エ
は

オ

ー
ウ

エ
ン
を

プ
ア
ラ

ン
デ
の
實
瞼

の
金
主
π
ら
し

め
ん
と

し
て
拒
ま
れ
カ

る
後
、
彼

を
己
の

シ
ス
テ

ム
の
剰
篇
者

で
あ

る
と
攻
撃
し

て
ゐ
る
(註
)
。

(註
)

国
o
霞
剛3

コ
①αQ$

9

。誇
昌
舞
9・ロ
剛。・ヨ
。
山
。の
幕
員

ω。
。帥。ψ
ω巴
g
あ
ぎ
8

舞

o
毛
窪
■

我

ら

は

此

類

似

を

、

雨

者

の

時

代

と

環

境

の

相

似

π

る

乙

と

に

ょ

め

て

説

明

し

得

る

。

爾

者

共

に

相

接

近

せ

る

一
,

モ
七

一
年
と

一
七
七
二
年
に
生
れ
、
共
に
實
務

に
從
ひ
、

企
業
者
と
商
舖

の
使
用
人
π
う
し
相
異
は
あ
る
が
i

知
的
環
境
に
、
共
に
同
じ
主
理
的
精
棘
を
汲
み
、
経
濟
的
環
境
に
共
に
同
じ
く
産
業
革
命
に
よ
ゐ
て
起
さ
れ
π
る
同

ロ

沸

ー
ト

・
ナ

ー
ウ

誠

y
の

勢
働

交

換

銀

行

,

三

二

三



商

學

討

究

第

一
巻

(
下
)

星

●

三

二
四

一
の
問
題
を
借

ら
カ

の
で
あ

る
。
個
人

の
創
意

に
基
く
實

駿

の
彼

方

に
は
、
共

に
同

じ
く
、
理
性
と
自
然
法

に
從

ふ

べ

し
と

の
表
面

に
隠

さ
れ
π
干
渉
主
義
が
流
れ
て
ゐ
る
。

十
入
世
紀

に
生
れ
、
主
知
主
義

の
室
氣

を
吸

ひ
π

る
が
故

に
、

オ

ー
ウ

エ
ン
の
理
論
は
其
跡

を
止
む
べ
き

は
當
然

で

あ

る
。
然

し
此

一
般
的
影
響

の
他
に
、
そ
れ
は
彼

の
讃
書

に
よ
わ
て
直

接

の
影
響

を
受
け
ざ
h
し
か
否

か
。

オ

ー

ウ

エ
ン
の
著

述

の
う
ち

に
は
、
他
人

の
著
述

の
引
用
が
な

い
。
彼

は
書
物
を
輕
蔑

し
、
自

ら
事
實

の
み

に
し
か
興
味

を

も
π

ぬ
現
實
主
義
者
な
う
と
云

ふ
。
彼

の
動
的
生
活
即
ち
幼
き
と
き

よ
う
自
ら
其
生
活

の
資
を
得

な
け
れ
ば
な
ら

な

か

つ
π
必
要
や
、
彼

の
職
務
や
、
公
共
事
業

・
博

愛
事
業

に
劃
す

る
彼

の
活
動

に
忙
殺

せ
ら
れ
、
彼

は
多
く

の
讃

書

の
時
間
を
も
虎
な

か

つ
π
に
相
違
な

い
。
此

の
印
象
は
彼

の
子

の

閃
o
げ
。
喜
U
巴
。
○
≦
。
箒

が
述

ぶ
る
所

に
よ

つ
て

謹

明
せ
ら

る
＼
。
『
余

の
古

い
記
憶

に
、
父
が
多
く

の
讃

書
を
し

て
ゐ
π

Z
と

が
残

つ
て
ゐ
る
。
殊
に
彼

は
倫
敦

の
二

日
刊
新

聞
と
他

の
定
期
刊
行
物
を
讃

ん
だ

。
然

し
彼

は
嚴
密
な
意
味
に
於

て
の
研
究
家
で
は
な

い
。

十
歳

の
時
よ
め

一
丈
な

し
で
働
き
上
げ
た
人
で
あ

る
。
余

は
父

の
書
齋
に
彼

の
手
で
記

入
が
し
て
あ

つ
π
h
、
鉛
筆
で
記

し
の
つ
け

て
あ

る

一
冊

の
書
物

さ

へ
見
な

か

つ
カ
。
父
は
書
物
を
護

ん
で
も
、
其

の
本
質

を
捕

へ
ず
、
讃

み
流
す
習
慣

を
も

つ

て
ゐ
π
。
…
:
…

統

計
に
關
す

る
若

干
の
書
籍
及

び
彼

の
愛
書

6
0
一ρ
昌
2

旨

の

「
大
英
帝
國

の
富
源
」

と
を
除
け

ば

、
彼
が
書

物

に
ノ
ー
ト
を
書
き

入
れ
虎

の
を
憶

ひ
出

せ
な

い
。
』
(註
)



(
註
)

口
9
0誹

U
巴
o
O
≦
①ポ

↓
ぼ
o
巴
ぎ
σQ
巨
鴇
毛
ミ
℃
↓
毛
g
曙

欝
く窪

く
①費
m
o
h
諺
三
9
一〇唱
.℃
げ
ざ

℃
●
曾
・

彼

が

多

く

の

讃

書

を

な

さ

讐
う

し

≧
と

に

疑

は

な

い
が

、

そ

れ

は

必

ず

し

も

彼

が

同

時

代

の

若

干

の

肚

會

主

義

者

の

影

響

を

受

け

な

か

つ

尤

こ
と

を

意

味

し

な

い
。

ゴ

ツ

ド

ウ

ン

の

、.国
お

=
凶還

8

昌
8

「三

昌
σq
団
。
一一昏

9
こ

自

昏

。
..

の

如

き

は

無

意

識

に

か

竜

知

れ

諏

が

、
著

し

い
影

響

を

オ

ー

ウ

エ

ン
に

與

へ

て

ゐ

る

(註

一
)
。

彼

が

十

入

世

紀

の

哲

學

と

環

境

論

を

得

控

の

は

、

ゴ

ツ

ト

ウ

ィ

ン

の

著

述

か

ら

で

あ

る

と

云

ふ

(註

二
)
。

政

策

に

就

て

の

結

論

を

除

け

ば

、

オ

ー

ウ

エ

ン

の

一
般

思

想

と

ゴ

ツ

ド

ウ

イ

ン

の

そ

れ

と

の

間

に

は

著

し

い
類

似

が

あ

つ

て

、

ゴ

ツ

ド

ウ

イ

ン

の

オ

ー

ウ

エ

ン

に

及

ぼ

せ

る

影

響

は

疑

ふ

べ

か

ら

ざ

る

竜

の

で

あ

る

。

實

に

..囹
。
=
昏

巴

冒

巴

8

.、

の

第

一
編

第

四

章

.角

冨

O
げ
窪

9
0
議

o
h
寓

窪

o
「碍

認
一彗
o
ぎ

匹

凶巽

国
×
8
「旨
巴

Ω

「
o
⊆
9
。・5
鵠
8

ω
、.

は

オ

ー

ウ

エ

ン
の

思

想

の

墓

礎

を

な

す

革

の

で

あ

る

。

(
註

一
)

U
o
濠
碧
3
幻
.
O
≦
窪
暢
℃
・
◎◎O
・

(註

二
)

U
o濠
き
u。℃
Hげ
崔
・℃
℃
●
O
ρ

ゴ
ツ
ド
ウ
イ

ン
に
よ
れ
ば

、
人
間

の
行
爲
と
品
性

は
外
的
事
實

の
産
物
で
あ
る
。
外
的
事
情

の
ほ
か
に
人
間

の
精

ヘ

へ

ぬ

沖

に
作
用

し
得

る
事
實

は
生
得

の
原
理

(凶窪
簿
・
℃
}
】9
℃
一。
ω)
、
本
能

及
び
生
れ

つ
き

の
生

理
的
事
實

で
あ

る
が
、
生

得

の
原

理
に
就

て
は
議

論

の
鯨
地
大

い
に
あ

る
べ
く

、
後

二
者
は
人
間
の
品
性

の
形
成

に
劃

し
観
過

し
得

べ
き
影
響

ロ
パ
ー
レ
・
オ

ー
ヶ

エ
y
の
勢
働
交
換

銀
行

三

二
五



商

學

討

究

第

一
巻

(
下
)

三
二
六

し

か
與

へ
な

い
も

の
で

あ

る

(註

一
)
。

ゴ

ツ

ド

ウ

イ

ン
曰

く

、

『
生

る

＼

に
當

b

て
人

間

の
間

に

存

す

る

原

本

的

相

異

は
歎

學

的

に
云

へ
ば

計

算

の
う

ち

に

入

れ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

が

、
然

し

重

要

な

る
竜

の
と

考

へ
得

ら

れ

な

い
も

の
で

あ

る

。
』
(
註
二
)

品

性

は

敷

育

に

よ

ゐ

て
決

定

せ

ら

れ

、

そ

の
欠

黙

は

敷

育

に

よ

6

て
矯

正

せ

ら

る

㌧
を

得

る
。

但

し

ゴ

ツ

ド

ウ

イ

ン
の
所

謂

敷

育

は

頗

る
廣

い
意

味

で

あ

つ

て

、

我

ら

が

統

治

せ

ら

る

＼
政

治

の

形

式

よ

う

受

く

る

思

想

の
礎

化

も

、
彼

が

政

治

的

敏

育

と
名

く

る

所

の

竜

の
で

あ

る

。

(
註

】
)

O
&
急
♂

国
島
巳
「ざ

。餌
.
回
這
ひu
〈o
ド

〔㌧
℃
唱
●
ミ

oけ
u三
く
・

(
註
二
)

O
&
乱
♂

Hσ
茜
唱
℃
.
圭
.

ゴ

ツ

ー3

ウ

イ

ン

は

開

懇

忽

ち

に
し

て

環

境

論

を

説

き

、

敷

育

と

政

治

的

制

度

と

が

品

性

に

及

ぼ

す

影

響

を

高

唱

ワ

す
る
。
然

し
乍
ら
肚
會
的
制
度

其
も

の
を
愛

化
す
る

こ
と

は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
然
う
、
竜
し
理
性
に
訴

へ
て
意
見

○
℃
ぎ
δ
房

を
墾
化
せ
し
む
る
と
き

に
、
そ
れ

は
可
能
と
な

る
べ
し
と
云
ふ
。

ゴ
ツ
ド
ウ
イ

ン
に
よ
れ
ば
、
人
間

の
意
志
的
行
爲
は
其
意
見
よ
b
出
つ
る
も

の
で
あ

る
(註
一
)。
人
間

の
行
爲
を
支

配
す

る
者

は
理
想
で

あ
る
。
人
間

の
意
志
的
行
爲

は
其
知
識

の
演
繹

に

一
致

す
る
(註
二
)。
此
根
本
思
想
よ
b
彼

は
五

個

の
系
を
導

く
(註
三
)。

一
、
健
全
な
る
推
論
は
眞

理
に
至
ら
し

め
、
誤

を
避
け

し
む
。
此
命
題

は
自
明
で
あ

る
。
蓋
し
健
全
な
る
推
論
と



、

誰

辮

と

の
間

の

職

の
勝

利

は

定

ま

つ
て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る
。

二

、

健

全

な

る

推

論

と
眞

理

と

を

他

人

に

傳

へ
る

こ
と

が

出

來

る

。

三

、

眞

理

は

全

能

で

あ

る

。

四

、

道

徳

的

溺

み

は

打

ち

勝

虎

れ

得

な

い
も

の
で

は

な

い
。

蓋

し

そ

れ

ら

は

無

知

と

誤

謬

と

に
基

因

す

る

竜

の
で

あ

る

か

ら

で

あ

り

、
眞

理

は

此

ら

を

消

失

せ

し

め

、

且

つ
よ

b

崇

高

に

し

て

有

盆

な

る

原

理

に

よ

ウ

て

代

ら

し

む

る

Z
と

が

出

來

る
。

五

、

此

命

題

は

他

の
総

て

の
命

題

よ

う

結

果

す

る
も

の

で

あ

め

、

人

間

に

完

全

可

能

性

あ

る

も

の
な

る

こ
と

で

あ

る

。

(
註

一
)

O
o
自
≦
ぎ
"
国
口
ρ三
曼
導
く
o
ド
目℃
℃
・
α
N.

(
註
二
)

O
&
註
♪

H寓
山
`
で
.
G。
9

(
註
三
)

O
o山
≦
ぎ
M
H三
山
.v
唱
℃
.
◎o
鴎
緯

。・巳
く
●

斯
く

の
如
く
、

オ

ー
ウ

エ
ン
の
思
想
の
根
本
的
基
礎

を
成
す
環
境
論

、
理
性

の
力

に
よ
る
人
間

の
完
全
可
能

性
、
、

道
徳

の
必
然
性
と
無
責

任
論
等

は
つ

ッ
ド
ウ
イ

ン
の
う
ち
に
見
ら

る

＼
。

然
し

オ

ー
ウ

エ
ン
の
理
論
を
生
ぜ

し
め
た
も
の
は
、
彼

の
時
代

の
哲
學

の
み
で

は
な

い
。
先

づ
彼

の
眼
に
映

じ
た

如

バ

ー
ト
・
オ

ー
ウ

エ
y
の
勢
働

交
換

銀
行

三

二
七

●



O

商

學

討
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第
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下
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三
二
八

る
機

械
的
工
業
大
工
業

の
登
展

と
肚
會
問
題
等
が
彼

の
戚
傷

的
な
る
胸

を
衝

い
て
、
勢
働

階
級

の
貧

困
に
劃
す
る
救

濟

策
を
考

ふ
る
に
至
ら
し

め
π

の
で
あ

る
。
換
言
す

れ
ば
、
彼

の
事
業

上
の
経
験
が
彼

の
思
想
に
與

へ
π
る
影
響

の

方
向

は
奇

し
く
竜
彼
が
常

時
の
思
想
界

よ
り
受
け
泥
る
方
向
と

一
致
し
π
の
で
あ

つ
π
。
彼

が
工
業
主
と
し
て
得

虎

る
精
紳

の
習
慣

、
例

へ
ば
工
揚

に
於

て
人
間
が
機
械

の

一
部

の
用

を
な
し
、
そ

し
て
其
機
械

は
自
働
的

に
蓮

行
す

る

を
見

る
を

日
課
と
せ
る

こ
と

は
、
肚
會
的
自

働
主
義

の
傾
向

を
彼

の
精
紳

に
強
か
ら

し
め
泥
に
相
違

な

い
。

さ
れ
ば
彼

の
時
代

の
思
想
界

と
彼

の
事
業
と
は
、
よ
く
彼

の
肚
會
主
義

の
特
色
を
説
明

し
得

る
の
で
あ

る
。
彼

の

肚
會
主
義
は
三

つ
の
特
色
を
帯
ぶ
。
即
ち
そ
れ
は
機
械
的
で
あ
う
、
主
理
的
で

あ
り
、
農
業
的
で
あ

る
。

オ

ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
思
想
は
機
械
的
で
あ

る
。
彼

は
肚
會
を
機
械
組
織

の
如
く
考

へ
、
其

制
度

の
組
織
と
内
容
と

を
勝
手
に
獲
化
し
得

べ
き
も

の
と
見

る
。
彼

は
肚
會

の
改
良
は
よ
う
多
く

の
幸

輻
を
齎
ら
す

べ
き
新
な
る
機
械

の
登

明
で

あ
る
が

如
く
に
考

ふ
る

の
で
あ

る
。

此

の
黙

に
於

て
如
何
に
多
く
彼
が
其
工
場
主
と

し
て
の
生
活

の
影

響
を
受

け
し
か
は
、
彼

の
用

語
を
以
て
も
之
を
伺
ふ

こ
と
が
出
來

る
。
棲

こ
と

に
彼

は
肚
會
組
織
を

..器

≦
ヨ
碧
}旨

費
純
"
と

呼
ぴ
、
敷
育
を

".垂

薯
審
9
嘆
⑦
9
費
9
9
。
「ω
、.
と
云

つ
て
ゐ
る
。
彼

は
品
性
を
恰
も
生
産

物

の
如
く

に
製
造
せ
ら
れ

ら

ヘ

へ

得

る
物
と
考
ふ
る
の
で
あ
る
(註
)。
晶
性

の
不
出
來

の
責
任
を
負
ふ
者
は
ひ
と
り
制
度
で
あ
る
。
人
間
の
性
質
は
肚
會

的
幸
幅
の
製
造
者
が
自
由
に
作
り
得

べ
き
材
料
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
外
的
事
情
が
人
間
の
品
性
を
支
配
す
る
乙
と



四
邊

形

の
建
築
が
其
建
築

物
の
形
を
決
定
す

る
に
等
し

い
。
肚
會
組
織

の
此
機
械
的
観
念

、
人
性

の
受
働
性
と
可
鍛

性

の
思
想
は

オ

ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
主
義

に
人
爲
的

性
質
を
興

へ
、
自

ら
國
家
主
義

に
導

い
た

の
で

あ
る
。

國
家

こ
そ

劃

一
的
敷
育

に
ょ
ム
て
総

て
の
人

の
品
性
に
形
を
與

へ
、
調

和
を
實

現
す

べ
き
道
徳
的
統

一
を
作
う
得

る
竜

の
で
は

な

か
ら
う
か
。
肚
會
組
織

は
個

人
の
偶
然
性

の
介

入
な
く
作
ら
れ
得

る
も

の
で
あ
ら
う
。

(註
)

O
≦
。♂
、コ
拓
因
o<o一鼠
8

ぽ
一ゴo
冨
ぎ
阜
讐
阜
津
8
齢一8
0h
臣
⑦
ロ
ロ∋
鴛

図
零
ρ
℃
℃
.
緊

o臼
。・三
く・

オ

ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
主
義

は
機
械
的
な
る
と
同
時
に
主
理
的
で
あ

る
。
彼

は
総

て
を
措

い
て
先
づ
理
性

に
訴

へ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
あ

る
が
故

に
彼

の
肚
會
主
義

は
機
械

的
肚
會
観

の
論
理
的
蹄

結
π
る
國
家
主
義

よ
う
逃
れ
得

る
の

で
あ
る
。

彼

に
よ
れ
ば
、
肚
會
組
織
は
自

然

の
法

則
に

一
致
せ
る
祀
會

の
合
理
的

組
織
で
あ

る
。
..日
言

鵠
。
。
咋
。
P
冨

宕
。
薫

≦
、。
ユ
α
.、
に
於

て
オ
ー
ウ

エ
ン
は
政
府

の

}
般
的
構
成

と
そ

の
普
遍

的
法

典
と
を
考

へ
、
.甫
冨

因
①
<
o
一鼠

9
二
昌
}
Φ

罎
{&

、、
に
於

て
永
久
的

・
普
遍
的
政
府

の
規
準
を
再
述

し
、
普
遍
的
憲

法
と
法
典
と
を
考

へ
る
。
此
普
遍
法
、
此
適

用

に
依
う
て
人
間

の
状
態

を
鍵

化
し
貧
窮

を
消
滅

し
得

べ
き

此
普
遍
法

は
、
自
然

の
法
で
あ
り

、
其
自
明

な
る
こ
と

は
理
性
が
示
し
て
く
れ
る
。
故

に
肚
會
組
織
を
理
解
せ

し
む
る

に
は
、
人
間

の
理
性

に
訴

へ
、
私

人

の
計
甕

の
下
に

實
鹸

を
行

へ
ば
よ

い
鐸
で
あ

る
。
然
し
實

駒

に
よ
ウ

て
肚
會
組
織

の

一
部

を
試
み

て
其
数
盆
を
説
明
す

る
必
要
が
あ

ロ
バ
ー
}
。
オ

ー
ウ

エ

y
の
勢
働

交
換
銀
行

三

二
九
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三
三
〇

る
に
し

て
も
、
そ
れ
は
肚

會
的
権
威

と
力
と

の
信
仰

を
明

に
す

る
爲

に
他
な
ら

膿
。

オ

ー
ウ

エ
ン
は
之
に
ょ
め
て
、

不
合
理
な
る
肚
會
組

織
及

び
敷
育
組
織

の
う
ち

に
品
性
を
愛

ぜ
ら
れ
π

る
個

人
を
説

伏
す

る
ま
う
は
、
寧
ろ
施
政
者

に
道

を
示
さ
ん
と
欲

し
完

の
で
あ
る
。

か
く

て
途

に

オ
ー
ウ

エ
ソ
が
人
間
の
幸

幅

の
完
全
な

る
實

現

の
崇
高
な

る
希

望
を
置
け
る
者
は
、
選
ま

れ
し
者

の
理
性

に
よ
う

て
照
ら

さ
る

＼
政
治
的
権
力
で
あ

る
。
而
も
術
干
渉

は
理
性

の
聲

の
傾

賠
せ
ら
れ
ざ
る
時
に
限
ら

る
㌧
。
か
く

て
オ
ー
ウ

エ
ン
に
於

て
は
、
人
間

の
精
棘

に
鋼
す
る
理
性

の
力

を
信
ず

る

こ
と

＼
、
國
家
崇

拝
と
が
調
和

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
後
者
も
亦
前

者
と
同

じ
く
、
彼

の
國
家
干
渉
論
を
導

い
た
繹
で

あ

る
。

オ
ー
ウ

エ
ン
の
説

の
根
底

に
は
猫
漸
的
な
れ
ど
奇
特

な
る
権
力
主
義
が
あ

る
。
此
権
力
主
義

は
彼

の
環
境
論

を
想

へ
ば
直

ち

に
説
明
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
蓋

し
環
境

の
統

制
が
普
遍
的
善
叉

は
悪
を
生
じ
得

る
と
す
れ
ば
、

環
境

の
統

制
を
實
現
す

る
に
最

も
強
力
な
る
機
關

π
る
國
家

を
、
眞

理
と
合
理
的

シ
ス
テ

ム
の
駕

め
に
使
用
す
べ
き

は
當

然
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
個
人

に
し

て
理
性
の
命
ず

る
所

に
從

は
ざ
れ
ば

、
彼

に
封

し
如
何
な
る
強
制
を
加

ふ

る
竜

よ

い
で

は
な

い
か
。
人
間
は
無
定
型

の
も

の
で
あ

つ
て
、
我
ら
は
個
人
が
欲

す
る
と
否
と

に
拘

ら
ず
、
彼

ら
を

幸

幅
π
ら
し

む
る
権

利
あ

る
も
の
で
あ

る
。

最
後

に
十

入
世
紀

よ
う
出
で
し
凡

て
の
肚
會
主
義

の
如
く

、

オ
ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
主
義

は
農
業
的
で
あ

る
、

フ
ー

リ

エ
の

冒
・
喜

9
ぎ

。。叶曾
。
と

同

じ
く

、

オ

ー
ウ

エ

ン
の
祉

會

組

織

の
細

胞

π

る

小

さ

な

村

は
先

づ

第

一
の
仕

事

と

し



●

て
農
業
を
螢

む
。
工
業

は
附
随

的
に
入
う
來

る
の
み
で
、
且

つ
農
業

に
附
属
す

る
も

の
と
せ
ら

る

＼
。
此
農

業

の
尊

重

は
経
濟

的
事
情

と
戚
情
的
事

情
と

に
依
う
て
説

明
し
得
ら

る

＼
。
即
ち
農
業
は
経
濟

の
根

本
的
現
象
で
あ
う
、
凡

て
の
富

の
根
源
で
あ
る

こ
と

は
勿
論
、
彼

の
説
を
常

に
支
配
し

て
ゐ
る
溢

徳

の
考

へ
が
農
業

の
奪
重

論
に
預

つ
π

こ

と
も
疑
を
容
れ
な

い
。
農
村

生
活
と
自
然

へ
の
複

蹄

は
十
入
世
紀

の
知
的

流
行

の

一
で
あ

b
、
杜
會

小
説

は
概

ね
田

園
詩

・
田
園
劇

の
形
式

を
採

つ
π
竜

の
で
あ

つ
π
。
自
然
な

る
語

の
二

つ
の
意
昧

の
混
同

に
よ
う
て
、
人
は
自
然

に

接
す

る
と
き
最

も
善
良
な
る
者
に
、
農
業

に
親

む
と
き
自
然

の
法
に
近
き
得

る
と
考

へ
ら
れ
π

の
で
あ

つ
た
。

オ

ー
ウ

エ
ン
は
永

い
生
涯

の
聞
肚
會
組

織

の
改
造

の
實
鹸

に
幾
度

か
失
敗
を
重
ね

つ
＼
竜
毫
竜
失
望
す

る

こ
と
が

な
か

つ
π
。
實

際

の
生
活
が
彼

の
思
想

の
誤
れ

る

乙
と
を
明

に
謹
明
し

て
も
、
爾

且

つ
彼

は
彼

の
組
織

の
慣
値

を
疑

は
な

い
。
不
成

敷

は
第

二
次
的
事
情

、
眞

理
に
劃

す

る

一
時
的
無

理
解

よ
b
生
ず

る
竜
の
で
あ
る
と
考

へ
て
ゐ
カ
。

何
れ

の
企
て

の
初

に
も
終
6

に
も
、

宮
。箋

=
碧
「田
。
蔓

の
實
験

の
先

に
竜
後

に
も
、
ま

尤
螢
働
交
換

銀
行

の
實

験

の

先

に
竜
後

に
も
、
彼

は
人
類

の
爲

め
に
新

な
る
時
代

の
出
現
を
説

く

の
で

あ

つ
た
。

例

へ
ば

.角
冨

∩
「一。。院
、
(
定
期
刊

行
物

、
〉
箕
一一
一轟
二

。。
℃
-

》
=
σq
窮
=

ω
二

。。
累
)
の
清
滅
後

.、円
冨

冒
。
≦
寓
。
乾

≦
d
「置
、、
(
定
期
刊
行
物
、
乞
。
<
。
ヨ
ぴ
一,。
ご
一。。
家
l
N
2
。
<
一。
二

p

一。。
巷
)
の
第

一
號

に
彼

は
新
な

る
道
徳
的
世
界

の
出

現

を
説

く

の
で
あ
る
。
『
如
何
な
る
形
式

の
虚

言
も
存

在
の
意
義
な
き
世
界

、
貧

乏
と
非

人
道

の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
、

ロ
バ

ー

ト
・
ナ

ー
ウ

ェ

y
の

勢

働

交

換

銀

行

三

一一二



商

學

討

究

第

一
巻

(下
)

三
三
二

総

て

の

財

が

豊

富

に

生

産

せ

ら

る

＼
世

界

、
奴

隷

と

服

從

と

が

影

さ

へ
絶

ち

て
大

な

る
自

由

と

密

接

な

る

結

合

と

の

調

和

せ

る

肚

會

、
愛

に

ょ

り

て
幸

旙

の
生

ぜ

る
肚

會

、

愛

と

理

性

と

が

人

類

の
運

命

に

聰

明

に
働

く

世

界

、

苦

し

い

勢

働

の

も

は
や

無

用

な

る
肚

會

、
富

の

生

産

が

快

樂

と

喜

悦

の
永

遠

の
泉

π

る

べ
き

世

界

、

人

類

と

云

ふ

大

家

族

に

與

ふ

る

一
般

的

幸

顧

の

量

を

多

く

し

虎

る

乙
と

に

ょ

む

て

の

み

他

の
人

々
と

匿

別

せ

ら

る

＼
肚

會

、

一
言

に

云

へ
ば

次

の
時

代

よ

b

無

知

も

無

く

、
貧

乏

も

な

く

、
叉

慈

善

も

な

く

、
ま

π

職

箏

も

な

い
肚

會

が

出

て

來

る
で

あ

ら

う

。
』
(
註
)

(
註
)

日
冨

2
0毛

7♂
H巴

づ
.o
匙
P

目霞

ぎ
く
o
ヨ
ぴ
話

図Q。ω轟
M
o
ま

℃
胃

U
o
ま
碧
。。b
閑
.
○
毛
。P

℃
℃
●
回o
いI
Ho
9

七

十

七

歳

の

高
齢

に

達

し

て

尚

、

オ

ー
ウ

エ

ン
は

一
入

四

入

年

二
月

二

十

七

日
佛

蘭

西

の
男

女

に

一
文

を

迭

う

て

曰

く

、
『
友

よ

、
今

重

大

な

る

責

任

が

諸

君

の

頭

上

に
か

㌧
り

來

つ

て

ゐ

る

。

諸

君

は
眞

理

に

の

み

幕

礎

付

け

ら

る

＼

新

政

治

、

世

界

の
模

範

と

な

う

人

類

に

恩

悪

と

な

る

べ
き

政

府

を

作

う

得

る
。

諸

君

は

今

佛

蘭

西

に
慈

愛

と

卒

和

と

幸

潟

と

を

打

ち

立

つ

る

に

、

何

れ

の

國

民

の

歴

吏

に

も

見

る

こ
と

の
出

來

な

い
極

め

て

都

合

よ

き

状

態

に

あ

る

の
で

あ

る
。
』
(註
)

(
註
)

H鄭

く
o
営

9
仙
肉
oヨ
百
oψ.
畠

ヨ
鶏
い
H◎。轟
◎◎
"
o謬
伽①
℃
貿

一)o
濠
p蕊
り
o℃
●
9
ご

℃
・
回o
N
●

オ

ー

ウ

エ
ン

の
肚

會

主

義

が

戚

傷

的

肚

會

主

義

と

云

は

る

＼
所

以

は

、
彼

の
此

普

遍

愛

、
.
此

不

擁

の
樂

天

主

義

を

含

む

か

ら

で

あ

る
。
彼

の
事

業

上

の
見

事

な

る
成

敷

は

、

彼

あ

生

來

の
性

質

と

相

侯

ち

て

、

彼

の

思

想

は

常

に

眞

理



O

π

る
乙
と
を
強
く
彼

に
思
は
し

め
た

の
で
あ
ら
う
。

オ

ー
ウ

エ
ン
は
其
生

涯
を
畢

げ
、
其
活
動
と

財
産

と
を
畢

げ

て
肚
會
的
實
験

に
從

?
た
。
此
ら

の
實
験

は
種

々
で

は
あ
る
が
、
何
れ
も
彼

の
組
織
的
思
想

の
實
現
を
目
的
と

せ
る
も

の
で
、
彼

の
肚
會
哲
學
と
肚
會
の
合
理
的
組

織
と

の
實
験

に
動
機
を
登
す

る
も

の
で
あ

る
。
入
十

七
年

の
間

、
彼

の
思
想

は
明

に
統

一
を

も
ち
、
常

に
同

じ
目
的
と
同

じ
方
向
と

を
も

つ
て
ゐ
π
の
で
あ

つ
尤
。
尤
も
其
現
れ
方

は
種

々
で
あ

つ
π
。

一
入
O
O
年

・

一
入

一
九
年
に
は
使

用
人

の
生
活
状
態
を
改
善

せ
ん
と
し
、
其
試
み
が
雇
主

の
観
迎
を
受
け
な
か

つ
尤
か
ら
、
そ

の
實

現
は
國
家

の
手
に

撮

ら

ざ

る

べ

か

ら

ず

と
し
て
彼

は
共
産
主
義
的
組
織
を
考

へ
、
農
村

を
以
て
肚
會
組

織
の
細

胞
と
な

さ
ん
と

し
、

累
①
≦
出
母
ヨ
。
曙

の
實
瞼
を

企

て
た

の
で
あ

る
。

一
入
三
〇
年

に
は
憤

値
の
正
し
き
尺
度
を
作
う
、
勢
働
切
符

を
金

属

貨
幣

に
代

へ
ん
と
し
π
。
此
試
み
で
あ

る
勢
働
交
換
銀

行
が

失
敗
に
終

る
や

、
不
生
産
階
級

に
劉

す
る
生
産

者

の

大
結
合
を
読

い
た
の
で
あ

つ
た
。

本
編

の
取
扱

は
ん
と

す

る
は
此
勢
働
交
換
銀
行
に
撮
b

て
行

は
ん
と
す

る
金
属
貨
幣
康

止
の
試
で
あ

る
。

オ

ー
ウ

エ
ン
の
此
企
は
此
種

の
試

の
最
初

の
も

の
で
あ

る
と

云
ふ
(註
)。

(註
)

〉
琴
薫
"
一6
伍
u景
籏
目
窃
。・o。一蟄房
8
。・
伽.9
}・碧
σqΦ笠
や
雛
・
パ
ル
グ
レ
ー
プ
の
僻
書
に
は
似
寄
つ
表
試
み
が
ナ
ー
ウ
エ
ン
の
影
響
の
下
に
以
前

に
あ
つ
糞
よ
、丁
な
記
載
が
あ
る
が
、
筆
者
は
之
が
詮
索
の
資
料
な
も
六
な
い
0

9

鉾
バ
ー
ト
・オ
ー
ウ
ェ
y
の
勢
働
交
換
銀
行

三
三
三

●



商

學

討

究

第

】
巻

(
下
)

二

ゆ

三
三
四

"
オ
ー
ウ

エ
ン
の
交

易
組
織

の
改
造

の
目
的

が
當
時

の
肚
會
の
害
悪

と
貧
窮
と
を
絶
滅
せ
ん
と
す

る
に
あ

つ
力

之
と

は
云

ふ
ま
で
も
な

い
。
そ

れ
は

へ.口
。
℃
o
罫
8

夢
。
O
。
毎
受

。
h
目
聾
舞
ぎ

一〇。
い
9
..
に
最

も
明
に
示

さ
れ
て

ゐ
る
。
此
報

告

は
貧

窮
救
濟

の
方
法

の
考
究

の
み
を
目
的
と
す
る

日
冨

d
℃
℃
韓

≦
、餌
己

()津
冨

∩
。
琵
高

。
h
ぴ
弩
震
パ
が
任
命

せ
る

委
員
會

へ
の
報

告
た
る

の
形
式

を
採

つ
て
ゐ
る
が
、
そ

の
範
園
を
越
彪

て
オ

ー
ウ

エ
ン
の
肚
會
観
を
最

も
よ
く
表
し

て
ゐ
る
竜

の
で
あ
る
(註
一
)。

此
報
告

に
於

て
彼

は
云
ふ
。
『
か
く

の
如
く

に
し
て
知
識
と
科
學

よ
う
得

ら
る

＼
援
助

の
自
然
的
歎
果

…
:
は
肚
會

の
富
と
幸
輻
と
を
増
加
し
、
從

て
総

て
の
人
が
其
恩
悪

に
浴

さ
ね
ば
な
ら

澱

こ
と
で
あ

る
と
思
は
る

＼
。
然

し
よ
く
人

の
知

る
が
如
く
、
此
有
盆
な
致
果
は
存

在
し
な

い
。
寧
ろ
敷

果
は
反
劃
で
あ

つ
て
、

人

口
の
大
部
分
を
成

す
勢
働
者

階
級

は
か

つ
て
得
力
う
し
楡
快
を
も
得

る
能

は
ず
、
而
も
彼
ら

の
貧
窮

に
ょ
り

て
誰

竜
利
盆
を
受
く

る
謬
で
な
く
、
総

て
の
人

々
が
苦

ん
で

ゐ
る
。
此
黙
を
考

へ
て
見

て
、
余

は
勢
働
者
階
級

の
仕
事

の

不
足
と
從

て
生
ず
る
貧
窮
と
は
新
し

い
生
産

力

の
急
激

な
る
壇
加

に
因
る
竜

の
で
あ
る
と
思
は
ざ

る
を
得
な

い
。
肚

會

は
此
壇
加

に
劉
し
適
當

な

る
封
策
を
講
ず

る
を
忘
れ
た

の
で
あ

る
。

…
-
科
學
的

・
機
械

工
業
的

・
化
學

的
力

の

増
加

の
直
接

的
敷
果

は
富

を
檜
加
す

る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
勢
働
者
階
級

の
仕
事

の
不
足

の
直
接
的
原

因
は
あ
ら
ゆ

■



る
種
類

の
富

の
生
産

の
過
剰
で
あ
ウ
、
世
界

の
全
市
揚

に
貨

物

の
多
き

に
遇
ぐ
る

乙
と
で
あ

る
。

も
し
市
場
が
見
出

さ

る

、
な
ら
ば
杜
會
の
富

は
大

い
に
檜
加
す

る
に
相
違

な

い
。
』
(註
二
)

(註
一
)

一
八
二
〇
年
前
の
オ
ー
ウ
エ
y
の
思
想
に
就
て
は

O
o5

図
.
O
壽
♂
や

旨
0
9
ψ巳
く・
塗
照
。

(註
二
)

O
≦
①ギ
国
①℃
o誹
仲o
O
2
昌q
o『
H鄭
昌9。同『
目
げ
o
H」
冷
oh
口
●
O
ぞ
oy
くo一.
H♪

℃
で
.
N♀
1
騎ひρ

さ
れ
ば

オ

ー
ウ

エ
ン
に
嫉

る
と
機
械

の
使
用

を
減
ず

べ
き
で

も
な
く

、
ま

力
幾

百
萬

の
人
間

の
生
命

を
犠
牲

に
す

べ
き
で
も
な

い
。
我
ら

は
勢

働
者
に
仕
事

を
與

へ
ね
ば

な
ら
臓
と
同
時

に
、
機

械
は
螢

働
者

を
助
け

、
勢

働
者

に
代

ら

ね
ば
な
ら
澱
。
故

に
問
題

は
二
つ
で
あ

つ
て
、

二
つ
の
樹
策
を
見
出
す

こ
と
に
あ
る
。
勢

働
者

に
仕
事

を
與

ふ
る

の
み

に
て
は
不
充
分
で
あ

つ
て
、
我
ら

は
生
産
物

の
市
場
を
も
見
出

さ
ね
ば
な
ら
な

い
。

生
産

物
の
市
揚

の
欠
乏

は
勢
働
者

の
受

く
る
報

酬
が

過
小
な
る

に
因
る

竜

の
で

あ

る
。
『
全
世
界

の
市
揚
は

一
に

全
く
勢
働
者
階
級

の
勢
働

に
劃
し

て
與

へ
ら
る

＼
報

酬

に
頼

る
も
の
で

あ
血
、
市
揚

の
大

い
さ
は
此
報
酬

に
比
例
す

る
。
然

し
現
在

の
肚
會

は
螢

働
者

が
其
勢
働

に
劃
し
正
當
な

る
報

酬
を
受
く

る
を
許
さ
し

め
な

い
。
市
場

の
欠
乏

は

こ
れ

よ
り
生
ず

る
の
で
あ

る
。』
(註
一
)

然

ら
ば
勢

働
者

は
何
故

に
正
當

な
る
報

酬
を
受
く

る

こ
と
が
出
來
な

い
の
で
.

あ

る
か
。
金
属
貨
幣
が
あ

る
か
ら
で
あ

る
と

オ

ー
ウ

エ
ン
は
云
ふ
(註
二
)。
金
属
貨
幣

こ
そ
悪

の
根
源
で
あ

る
。
金
属

貨
幣

は
人
爲
的
慣
値

の
尺
度
で
あ

つ
て
、
壇
加

し
行
く
富

を
表
し
得

る
も

の
で

は
な

い
(註
三
)。

質
〆
1
下

・
オ
ー
ウ

ヱ

y
の
勢
働
交
換
銀

行

三
三
近



商

學

討

究

第

U
巻

(
下
)

,

三

三
六

(
註

一
)

O
笥
臼
矯
目
・剛3

。
h
閑
'
o
≦
9
ご
く
o
ド

H
》

唱
●
謡
ρ

(
註

二
)

O
≦
。
p

嵜

乙
。
℃
・
悼
ひ
9

(
註

三
)

O
≦
・
♂

一三
α
・"
署

・
い
ひ
α
簿

い
績
圃
ー
ミ
鉾

此
意
味
は
明
で
に
な

い
。
彼

に
貨
幣

の
所
有
者
即

ち
賃
銀

な
支
抽

ふ
者
が
掠
取

准
す

る
と
明

に

去
ふ
の
で
も
な

い
よ
う
で
あ

る
。
恐

ら
く
冨

が
噌
加

し
て
物
債
が
下

つ
t
こ
と
な

理
由

と
し

て
、
賃
銀
が

低
下

せ
ら
る

、
と

云
ふ
意
味

.て

あ
ら
う
と
思

は
れ

ろ
O

.
そ

こ
で

オ

ー
ウ

エ
ン
は
生
産

物

の
市
揚
を
求

む
る

に
は
慣
値

の
人
爲
的

尺
度

た
る
金
属
貨
幣

を
捨

て

＼
、
慣
値

の

自
然
的
尺
度

力

る
勢

働
を
採

ら
ね
ば

な

ら

澱

と
説

く
。
『
慣

値
の
自
然
的

輩
位

は
原

則
と
し
て
人
間

の
勢
働
即
ち

人

間

の
働

け
る
肉
膿
的

並

に
精
騨

的
勢
力
で
あ

る
。
』
(註
一
)
今

日
に
於

て
は
、
『
科
學
的
目
的

の
駕

め
で
は
あ

る
が
馬

の

生
理
的
勢
力
と
同
じ
く
人
間
の
生
理
的
孕
均
勢
力
も
知

ら
れ

て
ゐ
る
。
同

じ
原
理
に
依
う

て
人
間

の
螢
働

の
孕

均
量

竜
知

ら
れ
得

る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
勢
働

は
総

て
の
富

の
本
質
を
成

す
竜

の
で

あ
る
か
ら
、
生
産

物
の
償

値

は
確
定

せ
ら

る
べ
く
、
從
て
ま

π
他
の
総

て
の
慣
値
と

の
交
換
慣
値

も
確

定
せ
ら

れ
得
る
で

あ
ら
う
。
』
(註
二
)

而
し
て
勢
働

な
る
此
自
然
的
慣
値

の
尺
度
を
採

れ
ば

、
『
勢

働

の
生
産

物

の
交
換

は
何
ら

の
障
碍
と

制
限
無
く
行

は
れ
、富

は
大

い

に
壇
加
し
、
そ

れ
以
上

の
壇
加

は
無

用

に
し
て
欲

せ
ら
れ
ざ

る
に
至

る
で
あ
ら

5
。
』
と
(註
三
)。

(
註

一
)

O
毒
o
P

}
葺
o
甑
o
σq
鑓
℃
窪
o
博
〈
o
ド

一
〉
矯
℃
・
呂
◎◎
'

(
註
三

)

O
竃
o
炉

　三
幽
も

や

い
8

●

(
註

三
)

9

《3

H
ぼ
2

℃
し

N
岡
.



か

＼
る
根
本
思
想
よ
り
出

で
し
金
属
貨
幣
腰

止
に
關
す

る
オ

ー
ウ

エ
ン
の
具
膿
的
方
策

は
、
彼

の
叙
述

に
微

つ
て

勢
働
者
に
仕
事

を
與

へ
ん
と
す
る
方
策

の
後

に
、
之

を
尋

澱
る
が
便

利
で
あ
ら
う
。

オ
ー
ウ

エ
ン
は
生
産
物

に
販
路

を
開
く

の
み
を
以
て
足
れ
う
と
せ
ず

、
直

接

に
勢
働
者
に
仕
事

を
與

へ
ん
と
欲
す

る
。
即
ち
彼

は
此
目
的

の
爲

に
、
、

耕
作

に
用

ひ
ら

る

＼
牛
馬
鋤

9
・
℃
δ
昌
ぴq
『

鼠

。
冨
崔
=
・
を
手
鍬

窪
。
。。℃
巴
ρ

一9
9
。
冨

に
代

へ
、
且

つ
新

し

い
勢
働

組
織
を
實
験
す
べ
き
農
村

を
設
け
ん
と
す

る
。
先

づ
彼

は
手
鍬

の
耕
作
は
牛
馬
耕
よ
う
牧
穫
を
多

か
ら
し
む
る
も

の

で
あ

わ
、
牧
盆
を
塘
す
も

の
で
あ

る
が
(註
一
)
、
現
在
牛
馬
耕
が
用

ひ
ら
れ

つ
＼
あ

る
は
因
襲

に
よ
う
て
動
く

頑
迷
な

る
人

々
の
無
智
な

る
に
由

る
竜
の
で
あ
る
と
云
ふ
(註
二
)。
も
と

よ
う

『
一
頭

の
馬

に
入
入
叉

は
+
人

の
人
を
代

へ
ね

ば
な
ら
澱
』
(註
三
)
が
、
之

に
依

つ
て
却

て

『
我
ら

は
貧
乏

な
る
勢
働
者
に
ー

其
歎
が
如
何

に
多
か
ら
う
と

も
1

來

る
べ
き
幾
世
紀

の
間
永
久

に
利
盆
あ

る
仕
事

を
與

へ
る

乙
と
が
出
來

る
。
:
:

現
在
大
英
國
と
愛
蘭

と
を
併
せ
耕

地
約
六
千
英
町
あ
り
、
耕
作

(
牧
畜

を
含

む
)

に
從
事
す

る
勢
働
者

は
約

二
百
萬

に
し
て
、
之
に
よ
う
て
直
接

に
生

浩
す

る
者
は
其
約
三
倍
で
あ
う
、
そ

れ
が
供
給

す
る
食
物
は

一
千
入
百
萬
人
を
養

つ
て
ゐ
る
。
然

る
に
此
ら

六
千
英

町

を
手
鋤

に
て
耕
作
す

る
時

は
少
く
と
も
六
千
萬

の
螢

働
者

に
健
康

に
宜
し
き
利
盆
あ

る
仕
事

を
與

へ
、
優

に

一
億

の
人

口
を
楡
快

に
生
活

せ
し

め
得

る
で
あ

ら
う
。
』
(註
四
)

(註

一
)

界

O
毛
窪
M
》
暮
9
ご
σq「娼
三
。M
〈三
・
H>
"
ミ
ロ・

向
バ
ー
ト
・ナ
ー
ウ
出
y
の
勢
働
交
換
銀
行

三
三
七



商

學

討

究

第

一
巻

(
下
)

い

三

三

恭

(
註

二
)

男
・
O
毛
。
♪

H
訊
幽
"
唱
・
応。
N
騨

(
註

三

)

男
'
o
≦
。
～

一げ
己
己

℃
・
醇

9

(
註

四
)

閑
.
○
≦
o
P

嗣
げ
己
壱
℃
℃
・
趨

ひ

g

ミ

い
.

次

に
彼

は
現
在
の
勢
働

組
織
を
灘
…更

せ
ん
と
す

る
。
彼

は
農
業

と
工
業
と
を
引
離

し
、
後

者
を
過
重
硯
せ
し
む
る

に
至
う
π

る
分
業
の
組

織
を
排

斥
す
る
。
農
業
よ
う
濁

立
せ

る
工
業

は
、
人
間

を
自
然

よ
う
遠
か
ら

し
め
、
勢

働
者

よ
h
食
物
を
分
離
せ
し

め
て
仕
舞

つ
た
。
『
肚
會
は
書
齋

に
立
籠

つ
π
理
論
家

の
爲

め
に
誤
ら
れ

て
、實

行

に
當
う
可

能
な

る
あ
ら
ゆ

る
誤
を
犯
し
π
。
然
し
勢
働
者
と
食
物
を
分
離

せ
し

め
、
勢

働
者

の
生
活
を
他
人

の
勢
働
と
不
確
な

る
供
給

と
に
從
属

せ
し
め
た

こ
と

ほ
ど

大
き
な
誤

は
あ

る
裟

い
。
…
…
全

人
口
が
農
業

に
從
事

し
、
工
業

が
附
随

π

る
と
き

に
は
、
與

へ
ら
れ
カ
る
地
方

に
於

て
、
農
業
者
と
工
業
者
と
を
分
離

せ
る
と
き
よ
う
遙

か
に
多
く

の
人

口
を
、

遙

か
に
楡
快

に
養

ふ
乙
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
』
(註
一
)

然
し
如
何

に
し
て
人
口
に
農
村

に
封
す
る
愛
着
を
戚
ぜ
し

む
べ
き
で

あ
る
か
。
彼

は
此
目
的

の
爲

に
實
瞼
を
示
し

て
無
知
な
る
入

々
を
動

か
せ
ば
よ

い
と
考

へ
禿

の
で
あ
る
。

彼

は
常

に
理
性

の
萬
能
と
眞

理

の
自
明
を
信

じ
π

る
が
故

に
、
か
く
考

へ
た
の
で
あ

る
。
彼

は
百
姓

の
聯
合
と
模
範

的
農
村
を
作
釦
、
人

々
を
し

て
之

に
微
は
し

め
ん
と

欲
し
π
の
で
あ

る
。
『
此
ら

の
新

し

い
聯

合

の
設
立

は
同
檬

の
聯

合

を
他

の
到
る
所

に
設
け
ん
と
す

る
肚
會

一
般

の
希
望
を
誘
起

し
、
其
数
が
急
激

に
増
加

し
行
く

べ
き

乙
と

は
、
今



、

よ

り

豫

言

し

て

誤

と

は

な

る

ま

い
(
註
二
)。
…

…

新

組

織

の

下

に

形

成

せ

ら

る

＼

個

人

の

品

性

と

行

爲

と

快

樂

と

は

、

直

ち

に

、

新

事

業

が

蕾

事

業

に

優

る

こ

と

遙

か

な

る

生

け

る

例

と

な

う

、

奮

肚

會

と

そ

れ

に

屡

す

る

総

て

の

物

と

は

次

第

に

死

滅

す

る

に

至

る

で

あ

ら

う

。
』
(註
三
)

'

(
註

一
)

O
≦
2
v
}
9
0げ
δ
σq
奉
℃
三
ρ

〈
o一.
H♪

唱
・
臆
◎。N

(
註
二
)

O
毛
o♂

剛三
ρ

唱
・
い
o
い
●

(
註
三
)

○
芝
⑦♂

Hげ
茜
も
℃
'
N◎◎
O・

オ

ー
ウ

エ
ン

の
農

村

は
最

低

三

百

人

、

最

高

二
千

人

よ

う
成

わ

、

入

百

人

乃

至

千

人

が

最

竜

適

當

で

あ

る

と

云

ふ

(
註

】
)
。

土

地

に
就

き

て

は

、
『
勢

働

者

は

充

分

の
食

料

及

び

其

生

存

に

必

要

な

る

一
切

の
物

と

公

共

の

必
要

に

徴

牧

せ

ら

る

生

産

物

と

を

牧

穫

し

得

る

に

足

る

面

積

を

與

へ
ら

れ

ね

ば

な

ら

澱
(註
二
)
。
此

面

積

を

宇

英

町

よ

う

一
英

町

宇

と

し

、

千

二
百

人

の
農

村

が

必

要

と

す

る

土

地

を

オ

ー

ウ

エ
γ
は
六

百

乃

至

入

百
英

町

と

計

算

す

る

。

家

屋

や

其

他

に

就

て
も

フ

ー

リ

エ
の
農

村

に
見

る

よ

う

な

詳

細

な

記

述

が

あ

る
(
註
三
)
。

(
註

一
)

○
≦
。夢

H・譲

o
h
即

○
≦
。p

<
。ド
H
>
"
℃
・
悼◎。
い
・

(
註
二
)

O
毛
。♂

H亘
山
ら
℃
.
b。◎。
N・

〔

(
註
三
)

O
壽
♂

H甑
辞

℃
や

b⊃樽

醇

切9
く
.
ナ
ー
ウ
エ
ン
が
家
屋
の
構
造
に
至
大
の
注
意
な
挑

つ
表
の
も
、
彼
が
品
性
の
形
成
に
外
的
猿
境
の
影

響
大
な
る
こ
と
な
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
。

"
バ
ー
ト
。
オ
翫
ウ
苫
y
の
勢
働
交
換
銀
行

一二
三
九



電

■

商

學
・討

究
'

第

一
巻

(
下
)

』

三
四
〇

資

本

の

額

等

に

就

て

の

詳

細

な

記

述

は

、

勇̂

o
喝
o
鳥

ε

些

。
∩
o
ヨ
8
犀

o
o
亀

昏
o

諺
。。。・0
9
餌
二
9

♂

「
沖
冨

図
①
一剛駄

o
㌦

夢

。
∋
9
塁

ず
。
ε

「
ぎ
σq

碧

匹

目
騨
σ
窪

}

びq

℃
o
=
ご

冨
程
6
7

一
。。
一
＼
パ
註

一
)
に

あ

つ

て

、

口
巷

o
答

8

0
0
毒

曙

亀

目
9
3
9
島

に

て

は

そ

れ

は

概

略

に

止

め

ら

れ

て

ゐ

る

。

然

し

後

者

の

う

ち

に

も

、

如

何

に

し

て

必

要

な

る

資

本

を

得

べ

き

か

の
問

題

が

取

扱

は

れ

て

ゐ

る

。

彼

の

訴

ふ

る

所

の

も

の

は

、
私

人

の

企

業

家

で

あ

る

が

如

く

で

あ

る

。

彼

は

云

ふ

、
『
新

な

9

る

農

場

其

他

一
般

の

施

設

は

土

地

叉

は

資

本

家

・
公

共

の

目

的

に

使

用

し

得

る

資

金

を

有

す

る

既

設

の

會

肚

・
貧

民

救

濟

の

負

憺

を

免

れ

ん

と

す

る

敷

會

匠

℃
巴

。。冨

。・
撃

低

8

巷

密

。・
・
中

産

農

民

・
農

工

勢

働

者

等

現

在

の

組

織

の

弊

害

を

免

れ

ん

と

欲

す

る

者

に

ょ

う

て

形

成

せ

ら

る

＼
』

と

(
註

二
)
。

去

b

乍

ら

我

々

は

同

じ

口
。
℃
。
昌

の

壁

頭

に
彼

が

次

の

一
句

を

強

調

し

π

う

し

事

實

を

思

は

ね

ば

な

ら

諏

。
.、〉

津
。
「
島

。
ヨ
○
。。
叶
①
舞

5
。
鴇

8

邑

α
。
「巴

8

。
h
讐

。
鈴

σ
㎞
0
9

ゴ
。
冨

。。
ぴ
①
。
β
8

月
℃
。
一一a

叶o
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9
・。
一&

。
匪

暮

。・
g

ゲ

o
一5
℃
一。
図
ヨ
o
g
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窪

昌
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ぴ
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℃
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∈
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叶ぼ

o
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σq
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ヨ
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凶=
ヨ

o
h

輔
p
ユ
ρ

o
o
ヨ
ヨ
o
「6
ρ

o
「
ヨ
9
昌
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審
9
=
「o
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鳩
o
『
o
<
o
昌
o
h
騨
ぴq
ユ
o
巳
嘗

鴨P

二
昌
瓜
一
昏

o
O
o
口
く
o
一,=
o
ヨ
o
葺

㊤
昌
α

窪

o

ピ
o
σq
凶。・
冨
ε

「ρ

6
0
a

一巴
ぞ

q晦
=
℃
℃
o
耳
o
血

び
k

けゴ
o
o
o
已
詳
「ざ

。・び
巴
一
℃
お
く
凶(と
ω
ぢ

9
血
o
隣

ヨ
o
ω
=
「o
。。
ざ

器
日
o
<
o
o
ぴ
馨
9
0
一〇
9

≦
三
〇
F

罎
、、詠
亀
ミ
、

ミ
、ミ

ミ

爵
さ

ミ
ミ
♪

罎
、ミ

、ミ
罎

、
、ミ
、ミ
ミ
ミ

膏

譜

電

ミ
、
母
ミ
ミ
鳶

ヘ
ミ
鈎
跨

§

、
ミ

ミ
螢
、
ミ
ミ

ミ
W
ミ
ミ
ミ

ぶ

亀
ミ
賊
鴫

轟
ミ
馬輿
さ

紆

器
「剛9
。9
冨

9
=

9
0
「
o
湊
9
」3
島

O
h
け}δ

o
∋
℃
一「o
・(註
三
)

一
入

一
七

年

の
報

告

に
於

て

は

干

渉

主

義

の
傾

向

は

議

論

の
除

地

な

き

程

明

白

で

あ

る

(
註
四
)
。
故

に

ア

・
メ

ン
ガ

ー
が

オ

ー

ウ

エ
ン
は

新

し

い
肚

會

を
自

由

な

る

聯

合

に

よ

h

、

ら



●

輩

に

私

法

上

の

契

約

を

愛

化

し

て

設

立

し

禿

者

で

あ

る

(
註

五
)
と

云

へ

る

は

誤

で

あ

る

。

オ

ー

ウ

エ

ン

が

私

人

的

企

業

に

訴

へ
π

の

は

、

そ

れ

に

依

る

實

瞼

を

導

火

線

と

考

へ

政

府

に

道

を

示

さ

ん

と

し

π

に

過

ぎ

綴

。

結

局

に

於

て

改

革

案

の

實

現

と

其

一
般

化

と

は

國

家

が

爲

す

べ

き

も

の

で

あ

る

(
註
六
)
。

'

(
註

一
)

即

O
薫
。
3

>
痺
9

δ
㎎
唱
三
ρ

<
。
H

H
鋭

唱

.
い
い
。
;

5
ぎ

(
註

二
)

即

O
幕

炉

目
匡
伽
"
〈
。
ド

H
♪

や

N
O
O
●

(
註

三
)

戸

O
墓

P

Hげ
即2

益

・
H
鋭

唱

'
い
α
Q
1
い
α
軌
・

(
註
四
)

客

O
≦
0
7

同げ
乙
4
〈
o
ド

μ
》
"
℃
・
α
ρ

(
註

五
)

》
・
嵐
。
コ
げq
①
ぴ

H
・.傘
g

8
9
卯
一凶。。計

需
巴

邑
ゆ
舅

。
こ
℃
・
図
ひ
鉾

(
註
占
ハ
)

U
O
一冨
ρ
5
U口植
即

○
{
O
昌
鳩
℃
℃
。
い
岡鼻
O
帥
悼
N
同
O
け
田
ロ
一く
・

`
男
。
℃
。
昌
8

∩
。
二
三
団
。
h
ζ

言
蒔

に
は
、
農
村

の
内
部
的
組
織
及
び
分

配

の
原
則

に
就

て

の
記
述

は
殆
ん
ど

な

い
。

恐
ら
く

は
新
組
織

の
下
に
於

て
は
生
産

は
著
し
く

必
要
を
超
ね
、
各
人

は
欲
す
る
が
ま

＼
に
欲
す
る
所

の
物
を
倉
庫

よ
b
得

ら
る

＼
と
考

へ
ら
れ
π
に
由
る

の
で
あ
ら
5
。

オ

1
ウ

エ
ソ
は
彼

の
農
村

に
於
け
る
生
産

が
優

に
必
要
を
凌

ぐ

に
至
る
べ
き

を
高
唱
す

る
。
『
我
ら
の
間

に
何
ら
か
の
意
義
を
竜

つ

て

ゐ

る
あ

ら
ゆ

る
種
類

の
富

は
容
易

に
我
ら

の
欲
望
に
超
過
す

る
に
至

る
べ
く
、
我
ら

は
此
ら

の
物

を
自

ら

の
爲

に
集
積
す

る
慾
を
失
ふ

に
至
る
で
あ
ら
う
』
(註
)。

(
註

)

o
≦
o
♂

》
三
。
げ
δ
噸
唱

ぼ
ρ

<
9
・
H
》
℃
℃
・
岩

ρ

・

ロ

バ

ー
ト

。
ナ

ー

ウ

ェ

y
の
勢

働

交

換

銀
行

三

四

一



商

學

討

究

第
∴

巻

(
下
)

,

三
四
ニ

オ

ー
ウ

エ
ン
は
生
産
物
が
豊
富
と
な
る
べ
き

こ
と

の
み
を
説
き

了

つ
て
、
直
ち
に
飴
剰

の
生
産
物

の
交
換
を
如
何

に
な
す

べ
き
か

に
移

う
、
如
何
な
る
過
程
に
よ
う

て
、
此
ら

の
交
換

せ
ら

る
べ
き
物
が
個

人
の
手

に
入
る
べ
き

も

の

な
る
か
を
説

か
な

い

(
農
村
と
農
村
と

の
交

換

に
は
之
を
説
く
必
要

の
な

い
の
は
明
で
あ
る
が
)
。

さ
れ
ば

口
。
℃
。
昌

8

∩
〇
二
5
受

O
h
ピ
讐
碧
パ
に
彼

の
勢
働
交
換

銀
行

の
思
想

の
起
源
を
求

め
、
そ

の
報
告

中

に
現

る

＼
彼

の
思
想

の
う
ち

ヘ

ヘ

へ

も

に
占

む
る
勢
働
交
換

銀
行

の
地
位
を
求

め
ん
と
し
た
る
筆

者
は
、
若

干

の
飛
び
越

し
を
飴
儀

な
く
せ
ら
る

＼
。
恐
ら

く
は
、
農
村

の
人
口
の
維
持

に
必
要
な

る
物

の
生
産

は
各
個
人
の
適

性
を
考
量
し

て
當
局
が
之
を
命
じ
、
消
費

は
之

を
各
個
人

の
欲

望
に
慮

ぜ
し

め
、
そ
し

て
命
ぜ
ら
れ
カ

る
生
産
を
了
れ
ば
、
各

人
を
し

て
自
由

に
自

ら
欲
す

る
物
を

生
産

し
そ

れ
を
其
者

の
所

有
物
力
ら
し
む
る

こ
と
が
彼

の
考

へ
で
あ

つ
π

の
で

は
な

か

ら

う

か
。
彼

の
所
謂

寅
㌣

ぴ
一望
・
ヨ
9
膏

を
聯
合
内

の

一
小
生
産
消
費

輩
位

と
見
ら
る
れ
ば
、
彼

の
理
論

に
飛
躍
は
な

い
で
あ
ら
う
が
、
か

＼
る

テ
キ
ス
ト
竜
な

い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
叉

オ

ー
ウ

エ
ン
が
勢
働

を
慣
値

の
尺
度
す

る

乙
と

の
み

に
て
各
個
人

の
生
産

を
壇
し
得

る
と

考

へ
π
と
す
れ
ば
、
彼

の
所
謂
農
村

は
無

意
味
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
彼

が
飛

び
越
彪
π
る
部
分
を
埋

む

る
に
、
我
ら

は
オ

ー
ウ

エ
ニ
ズ

ム
の
最
も
定
形
的
記
述
な
う
と
云
ふ

同
滞

因
。
<
。
剛鼠

。
三

昌
ユ
】・
旨

a

震
α
囹
莚
?

二
8

卿

ω
毛
覚
o
ヨ
¢
昇

(一。。も
)
を
墾

酌
し
(註
)
、
筆

者

の
如
き
解
繹
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら

顧
。

(
註

)

U

o
昌
伽
§

3

戸

O

乏
o
ロ
℃
℃
℃
・
鱒
8

9

。。
三

く
・



、

ジ

除
剰

の
生
産

物

(
命
ぜ
ら
れ
π

る
生
産
物
)
を
作
れ
る
者

は
(註
一
)
、

之

を
農
村
附
屡

の
倉
庫

に
寄
托

し
、
『
英

蘭

銀
行

の
新
紙
幣
と
同

じ
原

理
に
基

い
て
作

れ
る
勢
働
慣

値

の
紙
幣
』
(註
二
)
を
受
く
る

こ
と
が
出
來

る
。
此
紙
幣

は
寄

托

せ
る
生
産

せ
る
生
産
物

の
内
在
的
慣
値

(
勢
働
慣
値
)

に
限
ゆ

て
毅

行
せ
ら
れ
、
内

部
の

(
農
村
内
部

の
意
な

る

べ
し
)
商
業

・
交
換
飢
。
ヨ
窃
梓8
8
日
ヨ
・
「8

。
「
。
×
魯
磐
σq
。
ω
に
用

ひ
ら
れ

る
(註
三
)。

(
註

一
)

余

が

解

繹

す

ろ
意

味

の

鯨

剰

に

非

ず

し

て

、

輩

純

に
生

産
物

の

う

ち

、

白

己

の

消

費

に
供

ぜ
ざ

ろ
生

産

物

な

思

は

し

む

ろ
記

述

も

あ

る
o

〈
O
貯

O
乏
0
5
》
〉
三
〇
三
()びq
冨
℃
窪
ρ

<
O
ド

H
>
.
℃
勺
・
い
0
991

り
Q
轟
●

(
註

二
)

閑
。
○
毛
。
♪

〉
葺
。
甑
。
噸
娼

甘
ρ

<
o
ド

H
>
矯
℃
●
ω
ざ̂
・●

(
註

三

)

農

村

と

農

村

と

の
間

の

交

換

も
勢

働

債
値

に
依

つ

て
な

さ

る

べ
・き
で

あ

ろ

か

否

や

に
就

て

も

正
確

な

記

述

が

な

い
。

か

く

の

如

く

で

あ

る

か

ら

我

ら

は

コ

ー

ル
と

共

に

帆.器

。
9
「
ぐ

器

一
。。
8

冨

7
9
α

誘
9

0
巳
図

で
暮

♂

「轟

a

夢

o
什冨

?

「
楓

夢

暮

一p
σ
o
=
「
厨

島

o

昏

二
〇

ヨ

o
ω
妄

機
o

o
『
9

0

<
巴

g
o

o
h
o
o
日

昌
5

臼

ユ
0
9

σ
9

巴

。。
〇

二
鴨
σq
o
山

梓
一】o

℃
δ

6
怠
o
巴

9
で
℃
一
一〇
暮

一〇
濤

o
h
昏

o
℃
『
一昌
6
凶℃
一。
8

∩
o
ヨ
ヨ
。
「
。
凶巴

山
鍵

ぎ

σq
。。
.、
と

云

ひ

得

る

が

(
註
)
、

勢

働

交

換

銀

行

の

思

想

は

既

に

一
八

二

〇

年

の

オ

B

ウ

エ

ン
に

明

で

あ

つ

π

と

は

云

ひ
得

な

い
。

(
註

)

O
o
一
〇
"
国

.
O
箋

0
3

で
・

●

一一一

 

ロ

躍

ー
ト

・
ナ

ー

ウ

エ

ン
の
勢

働

交

換

銀
行

三
四
三

ρ



商

'學

討

究

第

一
巻

(
下
)

い

,

三

四
四

其

後

オ

ー

ウ

エ
ン
が

ア

メ

リ

カ

に
渡

う

て
所

謂

冒
.。
×
℃
食

2

8

審

乞
・
'ギ
国
舞
ヨ
0
5
図

に

失

敗

し

て
館

國

す

る

ま

で

の

間

に

、

彼

の
慣

値

観

と

交

易

組

織

観

と

が

如

何

に
展

開

せ

ら

れ

だ

か

、

ま

力

實

行

上

に

如

何

に
慮

用

せ

ら

れ

π

か

、
筆

者

は

之

を

知

り

得

べ
き

資

料

も

、
懐

た

之

を

記

述

し

力
書

物

も
知

ら

な

い
(註

一
)
。
筆

者

は

一
躍

し

て

一
入

三

二
年

の

眠.↓
冨

ρ

一ω
尻
鴇植
に
赴

か

ね

ば

な

ら

諏
(註
二
)
。

(
註

一
)

此
間

に
彼

の
思
想
の
影
響

な
受

け
距

と
思

に
る

べ
き
交
易
組
織

の
多
少

の
實
瞼

の
行

に
れ
穴

こ
と
が
、

バ

〃
グ

レ
ー
ヴ
の
僻
書

に
書

い
て

あ

ろ
。

パ
ド

モ
ー
ア
の
著
書

に
も
多
少
の
記
述
が
な

い
で
は
な

い
。

'
(
註

二
)

遺
憾

乍
ら
此

、、目
ゲ
o
O
H一巴
ω
..
な
も
孫
引

ぜ
れ
ば
な

ら
ぬ
o

署
。
苧

=
碧
ヨ
。
3
、
の
實
瞼

に
失
敗
し
、
他

の
實
瞼
を
始

む
べ
く
し
て
能

は
ざ
う
し
オ

ー
ウ

エ
ン
は

一
入
三
〇
年

々

頭

の
蹄
國
後
(註
)、
現
在

の
胱
會
組
織

の
う
ち

に
彼

の
組

織

の
若
干
部
分

を
導
き

入
れ
、
以

て
勢
働

を
慣

値

の
尺
度

と

し
、
生
産
物

の
販
路
を
開
き
、
勢
働
者

に
間
接

に
仕
事
を
與

へ
ん
と
欲

し
π
の
で
あ

つ
π
。
彼

が
昂

國
の
當
初

、
ト所

謂
組
合
運
動
な

る
も

の
を
輕
蔑

し
π
事
實

を
思

へ
ば

、
彼

が
組
合
運

動
の
新

先
鋒
と
な

つ
π
理
由

の

一
つ
は
、
組
合

め

生
産
物

の
販
路
を
、
勢

働
を
循
値

の
尺
度
と
な
す

に
よ
う

て
、
展

開
せ
ん

こ
と

に
あ

つ
だ
と
思
は
れ
る
。

(註
)

℃
巴
8
9
0
に
之
を
一
八
二
九
年
な
り
と
す
る
。
<
oオ
℃
巴
ヨ
自
ρ
口
・
O
≦
o♪
紳・
♪
で
・
いゆい・

生
産

物

の
交
換
に
於

て
勢
働
を
債
値

の
尺
度
と
な
さ
し
む
る
爲

め
に
、
勢
働
交
換

銀
行
を
設
く

べ
し
と

の
思
想
は



設
日
冨

Ω
,置

ω
、、
に

最

も

明

に

表

れ

て

ゐ

る

が

、
勢

働

交

換

銀

行

の

理

論

的

説

明

は

必
ず

し

も

正

確

な

も

の

で

は

な

い

と

云

ふ
。

然

し

乍

ら

ド

ル

レ

ア

ン

ス
が

引

用

せ

る

、臼

①
蔓

・・沖α
「琴

『
。
一9・
〈
巴
①
戸〒

冨

く
艶

冒
券

ω
け
窟

。・
。。。
三
。
ヨ
。
昌

壱

℃
=
8
三
〇

p
二
因
ぎ
虫
く
一含

・。}
∋
巴
。。
碧

×
。・
○
∩
圃偉
傍
:

…

:
、、
(註

一
)
が

眞

な

う

と

す

れ

ば

、
筆

者

は

オ

ー
ウ

エ
ン
の

一
説

明

を

得

だ

よ

う

に

思

ふ

。

即
ち

彼

の

シ

ス
テ

ム
に
於

て

は

、
交

換

銀

行

は
農

村

(
此

ら

農

村

は

ω
。
9
偉
騨

8

。
℃
曾
薮

～.8

と

見

倣

さ

れ
得

る

が

故

に
)

の
鯨

剰

と

他

の
農

村

の

鯨

剰

を

交

換

す

6

に

際

し

、
勢

働

を

以

て
債

値

を

測

定

す

る

を

可

能

な

ら

し

む

る

も

の
で

あ

る

が

如

く

で

あ

る
。

然

し

乍

ら

オ

ー
ウ

エ

ン
の

シ

ス
プ

ム
に
於

け

る

此

勢

働

交

換

銀

行

と

農

村

内

の
個

人

の
關

係

は

、

依

然

と

し

て

不

明

で

あ

る
。

此

勢

働

交

換

銀

行

は

、

現

在

の
肚

會

組

織

下

に
於

て

の

み

存

在

を

許

さ

る

べ

き

一
時

的

施

設

な

の
で

あ
ら

う

か

(註
二
)
。

(
註

一
)

d
o
=
窪
蕊
噂
閑
・
O
≦
o
コ
M
ワ

呂
P

(
註

二
)

ブ

ル
ー
ド

y
の
交

易
銀
行

の
揚
合

に
は
か

」
る
疑
問
は
あ
り
得
な

い
。

ブ

ル

ー
ド

y
は
交

易
銀

行
准
組
織
す
れ

ば
共

産
主
義

な
行
に
ず

し

て
、
勢
働
掠
取

に
無
く
な

ろ
と
云
ふ
の

で
あ

乃
か
ら
。

害、

】、入
三
二
年
六
月
十
六

日
及
び

二
十

二
日

..目
δ

∩
ユ
。・厨
".
に
於

て
、

オ

ー
ウ

エ
ン
は

一
入

二
〇
年

の
報
告

を
展
開

じ

て
再
び
、貨
幣
あ

る
が
故

に
現
在
の
肚
會
に
あ
う

て
は
生
産

の
過
剰
が
あ

る
の
で
あ

る
と

云
ふ
。
『
今

日
の
生
産

力

"

バ

ー
ト
・
ナ

ー
、夢

工

μ
の
.勢

働

交
換

銀
行

欄

三

四
塩



由聞

學

…訂

究

償
叩
一
巻

(
下
)

竃
四
山ハ

は
我
ら
が
欲
す
る
総

て
の
富
を
生
産

し
得

る
に
充
分
な

の
で

あ
る
。
然

る
に
勢
働
と
科
學
と

の
有
難

い
活
動
を
保
謹

し
得

べ
き

流
通

の
手
段
が
無

い
の
だ

。
』
(註
)

(註
)

日
冨

9
邑
。・㌔
ぐ。ご
H"
ワ
いρ
U
。ま
碧
。・、
o℃
・
昏
己
℃
・
鰭
N

そ
れ
と
同
時

に
、
か

つ
て
不
鮮
明

に
し
か
現
れ
て
ゐ
な
か

つ
π
思
想
が

、
極

め
て
明

に
書

き
出
さ
れ

る
。
即
ち
現

在

に
於

て
は
貨
幣
あ

る
が
故

に
資
本
家

の
掠
取
が
行

は
れ
、從

て
叉
生
産

の
過
剰
が
起

る

の
で
あ

る
と
云
ふ
。
『
朝
早

く

か
ら
起

き
出
で

、
は
見
る
も
の

＼
、
な
す

べ
き
仕
事

を
求

め
得

な

い
者
が
毎

日
幾
萬
人
か
あ

る
。
此
ら

の
人

々
は

各
自

の
必
要
と
す
る
以
上

の
物
を
生
産
す

る
し
、
他
人
が
生
産
し
π
過
剰

の
竜

の
を
必
要
と
す

る
の
だ
。
・然

る
に
通

常
彼

ら
は
生
産
せ
る
商
品
を
貨
幣
と

な
す

に
非

れ
ば
、
即
ち

そ
れ
ら
を
資
本
家
叉

は
仲
介
者

に
引
渡
し
て
貨
幣

を
得

る
に
非

れ
ば

、
他
人

の
生
産
物

を
得

る
こ
と
が
出
來

な

い
。
…
:
貨
幣

の
少

い
場
合
、
仲
介
者
が
提
供

せ
ら
れ
虎
る

生
産
物

を
欲

せ
ざ
る
揚

合
に
は
、
生
産

者
は
莫
大

の
犠
牲

を
彿
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
』
(註
)

(註
)

円
9

6
ユ
い5

〈oド
斜
唱
●
いO
.
U
o=9
塁
層
o℃
.
島
も
窄
い認
1
い
≧
。

故

に
生
産

者
と
生
産
者
と
が
直

接

の
關
係
を
竜

つ
に
至
ら
ば
、
資
本
家

。
仲
介
者

の
掠
取

は
滑
放
失
す

る
で
あ
ら

う
し
、
生
産

は
渦
剰
で
あ

り
乍
ら

、
必
要

を
充
し
得

な

い
生
産
者

の
存

在
す

る
矛
盾

は
解
か
る

＼
で
あ
ら
う
。
詳
言

す

れ
ば

オ
ー
ウ

エ
ン
は
金
属
貨
幣

を
康

止
し
、
勢
働
を
領
値

の
尺
度
と
な
し
、
牛
産
物

に
禮
化

せ
ら
れ
た
る
勢
働
を

6



表

す
勢
働
切
符

を
以

て
交
換

を
行
ふ
に
よ
ウ
て
、生
産

物
と
生
産
物

の
交
換

即
ち
生
産
者

の
直

接
的
關
係
を
實

現
し

、

生
産

過
剰
と
共

に
資
本
家

・
仲
介
者

の
掠
取
を
除

か
ん
と
す

る
。
勢

働
が
慣
値

の
尺
度
と
な
れ
る
曉

に
は
、
総

て
眠

れ
る
生
産

力
は
畳
醒
せ
ら
れ
、
新
な

る
販
路
が
開
か
れ
、
仕
事

の
得

ら
れ
な

い
勢
働

者
は
無

く
な
る
で
あ
ら
う
。
其

曉

に
は
、
『
今

日
の
如
く
我

ら
は
其
欲
望
を
充

足
す

る
の
に
、
仕
事

を
得

ら
れ
る

＼
懐
で
待

π
ね
ば

な
ら

諏
必
要
が
な

く
な

る
。
勢
働

し
て
生
産
物
を
作

う
、
之
を
預
け
入

る
れ
ば
、
我
ら

は
直

ち
に
欲
す

る
物

を
得

る
事
が
出
來

る
。
…

・:
か

つ
て
生
産
者
π
る
に
過
ぎ
ざ

う
し
者

取
し
て
、
滑
費
者

た
る
に
至
る
べ
き
者
幾
百
萬
人

な
る
べ
き

か
、
計
う
知

b
難

い
竜

の
が
あ
ら
う
。
』
(註
)

.

(註
)

↓
冨

9
匠
瀞
ぎ
ザ
図"
℃
・
軌O・

'
も

し

オ
ー
ウ

エ
ン
の
考

ふ
る
が
如
く
勢
働

を
儂
値

の
尺
度

と
し
、
、
膿
化

せ
ら
れ
π
る
勢
働
量

に
よ
わ
て
生
産
物

の

債

値
を
定

む
と
す
れ
ば
、
生
産
物
の
劉
償
と

し
て
受
く

べ
き
勢
働
者

の
報
酬

は
其
實
際

に
投

じ
控
る
勢
働
量

に
依

る

の
で

あ

つ
て
、
そ

の
生
産
物

の
利
用

に
は
何

ら

の
關
係

が
な

い
。
而
し
て
勢
働

の
測
定

は
、
直
接
に
之
を
行

ふ
べ
き

方

注
無
き
現
在

に
於

て
は
、
勢
働

の
時
間
な

る
間
接

の
指
標

に
依

つ
て
行
は
れ
ざ
る
を
得

な

い
。
然
ら
ば
勢

働

の
時

間
は
よ
く
勢

働

の
量

を
計
量

し
得

る
で
あ
ら
う
か
。
勢
働

に
は
質
的
差
異

。
強
度
の
差
異

が
な

い
で
あ

ら
う

か
。
生

産

力
を
減

じ
て
勢
働
時
間
を
延
長
す
る

こ
と
は
必
ず

し
も
難
事

で

は
あ

る
ま

い
。
故

に
慣
値

の
輩
位
即
ち
勢

働
の
軍

ね

バ

ー
ト
。
ナ
ー
シ

エ

y
の
勢
働
交
換
銀
行

三
四
七



商

學
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究
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(
下
)

目

三
四
入

位

は

、
オ

ー

ウ

エ
ン
に
於

て

も

不

正
確

な

も

の
で

あ

る
。

こ
れ

が

オ

ー

ウ

エ
.
ン
の

シ

ス
テ

ム

の
第

一
の
欠

黙

で

あ

る
。

ヘ

へ

第

二
の
欠
黙
は
、
各
生
産
者
は
勢
働
の
成
果
π
る
も
の
な
ら
ば
如
何
な
る
生
産
物
と
錐
、
即
ち
無
用

の
物
と
聾
之

を
勢
働
切
符
に
換
ふ
る
を
得
る
乙
と
で
あ
る
。
勢

働
を
投
下
せ
ら
れ
泥
る
生
産
物
は
、
無
用
の
物
で
あ
ら
う
と
、
將

π
叉
將
來
に
於
て
需
要
の
な

い
物
で
あ
ら
う
と
を
問
ふ
乙
と
な
く
、
勢
働
切
符
即
ち
他
の
生
産
物
を
受
く
る
権
利
と

換

へ
ら
れ
る
。
故

に
勢
働
者
は
其
想
像
に
任
せ
好
む
所
に
從

ひ
、
勝
手
な
る
物
を
生
産
す
る
も
、
尚
之
を
勢
働
切
符

と
換
ふ
る
乙
と
が
出
來
る
。
然

る
に
か
く
し
て
得
ら
る
＼
切
符
は
勢
働
切
符
で
あ

つ
て
、
等
量

の
勢
働
を
投
ぜ
ら
れ

た
る
物
な
ら
ば
、
如
何
な
る
生
産
物
を
も
要
求
し
得
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
勢
働
者
は
無
用
な
る
物
を
生
産
し
π
る

に
拘
ら
ず
、
有
用
な
る
物
の
み
を
要
求
す
る
。
此
要
求
の

一
部

の
み
し
か
充
さ
れ
ざ
る
べ
き
は
明
で
あ
る
。
叉
は
勢

働
切
符

の
下
落
が
起
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
オ
ー
ウ

エ
ン
の
企
て
は
私
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
交
換
所
は
不
足
せ
る

生
産
物
を
市
揚
よ
り
買
入
れ
得

べ
し
と
假
定
し
、
叉
は
他
の
交
換
所

(
オ
ー
ウ

エ
ン
の
農
村
)
よ
う
獲
得
す
る
と
假

定
す
れ
ば
、
交
換
所
は
永
遠
に
補
填
し
得
ざ
る
損
失
を
受
け
ね
ば
な
ら
楓
。
蓋
し
此
ら
の
物
は
無
用
な
る
物
を
生
産

せ
る
者
に
よ
b
て
消
費

せ
ら
る
＼
か
ら
で
あ
る
。
も
し
此
の
損
失
を
未
然
に
防
ぐ
カ
め
に
、
交
換
所
は
そ
れ
ら
の
生

産
物
の
慣
格
を
高
む
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
総
て
の
物
は
膿
化
せ
ら
れ
π
る
勢
働
量
に
依
う
て
評
債
せ
ら
る
と
云
ふ

基
本
原
理
を
打
ち
破

る
こ
と
に
等
し

い
。
交
換
所
が
私
的
企
業
な
る
揚
合
に
は
、
此
ら
の
損
失
を
未
然
に
防
止
し
得



る
よ
う
定

め
ら

れ
尤

る
慣

格
は
市
場

の
そ
れ

よ
う
著
し
く
高

か
る
べ
く
、
組
合
員

を
集

め
得

べ
き

筈
が
あ
り
得

な

い
。

も

し
叉
損

失
を
未
然

に
防

が
ん
が
駕

め
に
、
交
換
所
が
無
用
な
る
物
即
ち
利
用
無
き
物
を
斥

く
る
と
す

る
。
如
何

に
し

て
之
を
行

ひ
得

る
で
あ
ら
う

か
。
か

㌦
る
物

に
勢

し
勢
働
切
符
を
引
渡
す
を
拒
否
す

る
か
、
叉
は
之
ら

に
極

め

て
僅
か

の
勢
働
切
符
を
與

ふ
る
か
、
只
此
ら

二
つ
の
途
し
か
あ
う
得

な

い
。
而
し

て
此
ら
何

れ

の
場
合

に
も
、
総

て

の
物

は
膿
化

せ
ら
れ
π
る
勢
働
量

に
ょ
り
て
評
慣

せ
ら

る
て
ふ
基
本

の
原
則
を
捨

て
控

る

乙
と

＼
な
る
。
蓋

し
此
ら

の
何
れ

の
場
合

に
竜
投
ぜ
ら
れ
だ
る
勢

働
量

の
螢

働
切
符

を
與

ふ
る
も
の
で

は
無
く
、
懐
π
無
利
用

の
物
を
排
斥

し

て
、
物

の
評
領

に
所
謂
利
用

に
依

る
見
方

を
入
れ

て
來

て
ゐ
る
か
ら
。

此

の
第

二
の
欠
黙

は
別
な
言
葉
を
以

て
云

へ
ば

、
生
産

と
消
費

の
不
適
合
と
云
ふ

こ
と
で
あ

る
。
投
下

せ
ら
れ
π

る
勢

働
量
を
以

て
物

の
償

値
と
な
す
と
き
は
、
需
要

の
方
向
を
考

ふ
る

之
と
な
く
無
用

の
物
を
製

造
し
虎
る
者
も
、

有
用

の
物

の
み
を
需
要

し
消
費

す
る
か
ら
、
そ

乙
に
生
産
と
消
費

(
需
要
)

の
不
均
衡

が
生
じ
得

る
繹
で
あ

る
(註
)。

(註
)

竃
・
ゆ
。暮
σq巳
♪
　[霧

ω景
籏
8
の切
。・o。芭
鼓
$
g
一.薯
9
三
δ
昌
魯
9
6
量
ρロρ
(①9
目Oいご
畠
唱
静」
<
●
蓼
照
。

此
生
産
と
需
要
と

の
不
均
衡

は
オ

ー
ウ

エ
ン
の
企
が
私
人
的
な
る
が
故

に

一
暦
著
し

い
。
即
ち

オ

ー
ウ

エ
ン
の
企

を
喜
ば
ず

、
其
滅
亡
を
希

ふ
商

人
は
勢
働
切
符
を
生
産
者

(
オ
ー
ウ

エ
ン
の
)
よ
う
多
額

に
買

ひ
占

め
、
之
を
交
換

銀
行

に
携

へ
て
或

物

の
み
を
多
数

に
需
要
す
れ
ば

、
交
換

銀
行

は
其
貨
物

の
引
渡
を
な
す
能

は
ず

し
て
、
勢

働
切

符

ロ
バ

ー
レ
。
ナ

ー
ワ

ェ

ン
の
勢
働
交
換
銀
行

三
四
九

毒
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三
五
〇

は

下

落

を

免

れ

な

い
。

か

㌧

る
下

落

を

免

れ

ん

と

す

れ

ば

、

交

換

銀

行

は

生

産

を

濁

占

せ

ね

ば

な

ら

諏

。

一
入

三

二
年

九

月

三

日
倫

敦

に

開

か

れ

た

る

目
冨

国
ρ
葺

菩

一。
H
輌
び
。
霞

国
×
9

睾

σq
①

(
暇

に
勢

働

交

換

銀

行

と

云

ひ
貴

く

)

は

、

オ

ー

ウ

エ
ン
の

思

想

に
擦

め

、
勢

働

切

符

を

作

b

て
勢

働

と

勢

働

と

の
交

換

の

實

を

翠

げ

、

生

産

と

消

費

と

を

無

限

に
進

展

せ

ん

こ
と

を

目

的

と

し

カ

の

で

あ

つ

カ

(註
)
。

而

し

て
其

失

敗

は
投

ぜ

ら

れ

允

る
勢

働

量

に

依

わ

て
物

の
個

値

を

、

自

由

競

箏

の
経

濟

組

織

の
う

ち

に
於

て

、
定

め

ん

と

す

る

シ

ス
テ

ム
の
實

行

の
不

可

能

を

謹

明

す

る
も

の
で

あ

る

。

(註
)

勢
働
交
換
銀
行
溝
如
何
な
る
経
過
な
経
て
設
立
ぜ
ら
ろ
」
に
至
つ
六
か
、
其
設
立
に
當
叫
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
な
し
た
る
こ
と
恭
如
何
な
う
も
の

で
あ
つ
れ
か
、
筆
者
は
詳
し
く
之
な
知
り
得
な
い
の
な
逡
憾
と
す
ろ
。
こ
れ
ら
に
就
毒
、
讃
者
に
パ
〃
グ
レ
ー
ヴ
の
僻
書
中
よ
.り
何
ら
か
の

暗
示
な
得
ら
ろ
㌧
か
も
知
れ
ぬ
O

勢
働
交
換
銀
行
は
株
式
會
肚
で
あ

つ
て
、

一
株
二
+
志
に
し
て
此
の
梯
込
に
封
し
四
+
時
間
分
の
勢
働
切
符
を
交

付
せ
ら
れ
た
。
此
交
換
銀
行
は
生
産
者
よ
う
生
産
物
を
受
け
、
之
を
勢
働
時
間
を
以
て
評
債
し
、
評
慣
せ
ら
れ
た
る

時
間
分
の
切
符
を
交
付
し
π
。
切
符
は
交
換
銀
行
に
て
此
切
符
に
相
慮
す
る
慣
値
あ
る
物
と
引
換

へ
ら
れ
る
。

(
交

換
銀
行
は
縄
螢
費
と
僅
少
の
配
當
金
を
支
辮
す
る
爲

め
、
若
干
の
頭
別
ね
を
な
す
。
)

既
に
述
べ
π
よ
う
に
勢
働
の
量
を
抽
象
的
に
決
定
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る
か
ら
、
之
を
計
量
す
る
に
勢
働



の
持

績

の
時

間

輩

位

歎

を

以

て

す

る

は

巳

む

を

得

な

い
。

然

し

勢

働

は

等

質

で

は

な

い
か

ら

、
勢

働

交

換

所

は
勢

働

の

一
時

間

を

、

総

て

の
職

業

の
卒

均

賃

銀

を

以

て
得

π

る
貨

幣

額

六

片

に

て

表

し

π

。

一
時

聞

の
勢

働

は

一
率

に
六

片

な

b

と

定

む

れ

ば

、

現

に

此

よ

う

低

い
賃

銀

を

受

く

る

者

の

み

し

か
生

産

物

を

持

ち

來

ら

漁

で

あ

ら

う

。
然

る

に

オ

ー
ウ

エ
ン

は

か

く

考

へ
な

い
。
彼

は

云

ふ

、
『
此

の
憤

値

の

尺

度

が

全

國

を

通

じ

て

同

一
な

る

乙
と

は

大

い
に

望

ま

し

い

Z
と

で

あ

る

け

れ

共

、

現

在

に
於

て

は

そ

れ

は

不

可

能

で

あ

る
。

職

業

に

よ

ム

賃

銀

は

+

志

よ

り

一
志

の
間

に
あ

る

。

牢

均

五

志

で

あ

る
。

勢

働

の
持

績

時

間

も

様

々
で

あ

る
。

乙
れ

を

も

同

一
に

蹄

一
せ

し

む

る

の
が

便

利

で

あ

る
。

今

一
日

の
勢

働

時

間

を

+

時

間

と

し

、

囲
時

間

六

片

を

軍

位

と

す

る
。

只

問

題

は

此

れ

以

上

の

賃

銀

を

受

く

る

者

が

此

れ

以

下

の
賃

銀

を

受

く

る

者

と

同

一
條

件

で

勢

働

す

る

か
否

か

に

あ

る

。

さ

れ

ど

少

し

の
所

得

し

か

な

い
勢

働

者

の
勢

働

竜

、

職

業

の

桑

膿

系

を

構

成

す

る

に

必

要

な

る

乙
と

を

、
彼

ら

に

し

て

考

ふ

る

に

至

ら

ば

、
彼

ら

は

何

ら

の

反

劃

を

な

さ

Ψ
る

べ
し

』
(
註
)
と

。

(註
)

目
ゴ
0
6
二
。・ン

<
o
ド
押
℃
・
αρ

一)
o
=
$
ロ
ω堕
o
℃
・
o幽£

℃
勺

い
謡
ー
D
N◎o
・
ド
ル
レ
ア
y
ス
教
授
に
右
の
引
用
句
に
直
ち
に
語
な
次
い
で
、
次
の

如
く
云
ふ
け
れ
共
、
そ
れ
が
教
授
の
解
繹
で
あ
る
か
、
叉
は
オ
ー
ウ
エ
ン
の
見
方
で
あ
つ
た
か
、
確
か
む
る
方
法
が
な
い
。
『総
て
の
事
實
の

組
織
が
、
生
産
物
に
含
ま
ろ
、
勢
働
に
よ
り
て
生
産
物
の
交
換
な
な
さ
し
む
る
だ
得
う
ま
で
、
各
々
異
れ
る
賃
銀
な
、
尺
度
☆
ろ
十
時
間
五

志
の
勢
働
の

一
時
に
替
ふ
ろ
な
便
と
す
る
○
例

へ
ば

一
ロ
†
時
間
二
志
六
片
な
受
く
る
勢
働
者
は
尺
度
の
五
時
間
に
等
し
い
。
五
志
六
片
の

賃
銀
は
十
五
時
に
等
し
い
o』
パ
ド
モ
ー
ア
に
も
同
檬
の
記
蓮
が
あ
る
o

,

ロ
バ
ー
ト
。
ナ
ー
ウ
エ
ン
の
勢
働
交
換
銀
行

三
五

一
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三
五
ご

他
方
に
於

て
努
働

に
用

ひ
ら
れ
カ
る
原
料

、
勢
働
者
が
商
業

に
よ
り
買

入
れ
陀
る
原
料
を
、
直
ち
に
勢

働
時
間

に

て
表
す

は
不
可

能
で
あ

る
か
ら
、
交
換

銀
行
は
金
属
貨
幣

に
て
評
慣

せ
ら
れ
π
原
料

の
原
償
を

一
時
間

の
勢

働
即
ち

六
片

に
て
換
算

す
る
。
交
換
銀
行
は
生
産

物
を
携

へ
來

れ
る
者

に
封
し
、
此
物

に
投
ぜ
ら

れ
π

る
勢
働
時
間
を
質
問

し
π
る
後

、
此
物
の
内

在
的
慣
値
を
評
慣
す

る
。
即
ち
勢
働
時
間

に
換
算

せ
ら

れ
尤
る
原
料
品

の
原
料
と
投
ぜ
ら
れ

控

る
勢

働
時
間
を
評
橿
す

る
。
然

し
其
評
儂

は
銀
行

の
任
意

の
も

の
で
あ

つ
て
生
産

者

の
申
出

に
擦

る
竜
の
と

は
限

ら
な

い
。
此
揚
合
に
銀
行
が
生
産

者
の
誇
張

せ
る
申
出
を
其
懐

＼
受

け
入

る
れ
ば
、
評
慣

を
高

か
ら
し

め
、
銀

行
は

損

失
を
受
く

る
危
瞼
が
あ

う
、
反
劉
に
低
く
評
橿
す
れ
ば

、
生
産
物
を
携

へ
來

る
者

を
減
ず

る
か
叉
は
彼
ら

の
不
満

を
招
ぐ
。
衣
服

を
作
り
來

れ
る
不
満

な
る
仕
立
屋
あ
う
し
時

、
オ

ー
ウ

エ
ン
は
之

に
封

ひ
て
曰
く

、
『
物

の
我
ら

の
眞

の
評
慣
を
支
配
す
る
も

の
は
最
も
安

い
時
慣

て
あ

る
。

誰
人
竜
安
く
買

ふ
を
欲
す
る
。
我
ら
竜

し
他

の
者

の
如
く
低

廉

に
販
費

す

る
に
非

れ
ば
、
誰
人
も
來

ら
ざ

る
べ
く

、
竜

し
誰
人
も
來
ら
ざ
れ
ば
、
我

ら
生
産

者

の
來

る
べ
き
理
由

が

な

い
で
あ

ら
う
』
(註
)と
。
終
局
交
換

銀
行

は
生
産
者

の
携

へ
來
れ
る
物

の
需
要

を
考

へ
、
利
用
無
き

物
を
排
斥

し
、

利
用
あ

る
物

の
み
を
引
受

け
、

且

つ
商
人
と
同
じ
方
法

に
て
評
領

し
た

の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
勢

働
を
償
値

の
尺
度
と

な
す

て
ふ
基
本
原
理
を
支
持
す

る
が
如
く
偉

り
て
、
實

は
現
存

の
領
値

を
勢
働

時
間
六
片

に
て
換

算
し
π
竜

の
に
愚

ぎ

な

い
。
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評
債

を
了
れ
ば
勢
働
交
換
銀
行
は
受

入
れ
疫

る
生
産
物

に
劃
し
、

一
時
間
六
片
輩
位

の
勢
働
切
符

同・菩
。
∈

ぎ
斤$

を
交
付
す

る
。
此
切
符
を
受
け
π
る
者
は
之
を
以

て
交
換
銀
行
に
存
在
す

る
生
産

物
と
交
換
す

る

こ
と
が
出
來

る
。

倫
敦
市

Ω
「署
、ω
H喜

因
○
巴

に
開
業
す

る
や

、
忽
ち
に
し

て
生
産

物

の
携

へ
ら

る

㌦
も

の
殺
到

し
、
此
交
換

銀
行

は
+
五

日
に

し
て
引
受
け
物
件

の
過
多
な

る
駕

め
、
水
曜

日
の
午
後

よ
b
月
曜

日
の
朝

迄
閉
鎖

せ
ら
れ
π
。
ま

た
間

も
な
く

、
少
額

の
預

人
の
壇
加

は
業
務

の
進

行
上
支
障
あ

る
が
故
に
四
+
時
叉

は
二
十
志
以
下

の
生
産
物
を
引
受
け

ぎ

る
旨
を

日
冨

ρ
葭
ω
紙
上

に
登
表

し
π
。
次

い
で

二
箇

所
に
支
店
を
設
け
尤
。
ま
た

一
入
三

二
年

十

一
月
三
十

一

日
の
同

紙
は

一
週
孚

均
三
萬
六
千
時
間

の
生
産
物

の
引
受
あ

る
こ
と
を
報

じ
て
ゐ
る
。

然

し
乍
ら

か

＼
る
銀
行
は
、
先

に
述

べ
し
が
如
く
、
そ

れ
自
燈

に
危
瞼
な

る
繭
芽
を

有
す
る
。
そ

の
消
滅
を
欲
し

π

る
商
人
等

は
利
用
あ
れ
共
直

ち
に
需
要

の
無

い
よ
う
な
生
産

物

の
み
を
預

け
入
れ
π
。
銀
行

は
其

の
品
質

の
下
落

と

橿
値

の
減

少
と

の
悲
鰺

な
る
損

失
を
蒙

ら
ざ

る
を
得

な
か

つ
π
。
か

＼
る
生
産

物

の
引
受
け
額
は
常

に
需
要

を
超

過
す

る
に
反
し
、
不
足
す

る
物
も
あ

る
。
商

人

の
も
ち
行
け
る
勢

働
切
符
は
過
大
量

の
貨

幣
と
等

し
く
下
落
す

る
。

殊

に
不
充
分

に
し
か
銀
行

に
存
在
レ
な

い
物

の
需
要

が
塘
加
す

る
と
き

、
勢

働
切
符

は
當
然

に
下
落
す

る
。
勢
働
切

符

の
磯

行
過
剰

は
不
可
能

の
如
く
で
あ

つ
禿
が

、
事
實

に
於

て
登
行
は
過
剰
と
な

つ
π
。
鑑
定
者

竜
生
産

物

の
利
用

ロ
バ
」ー
ト
・
ナ

ー
ウ

ェ
y
の
勢
働
交
換

銀
行

三
五
三



商

學

討

究

第

】
巻

(下
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三
五
四

と

品
質

の
鑑
定
を
誤

る

之
と

も
あ

る
。
引

受
け
ら
れ
π
る
物
は
、
市
場
に

て
費

買
し
得
な

い
よ
5
な
欠
黙
あ

る
物

の

み
で
あ

つ
た
。

之

に
依

て
見

る
と

、
か

＼
る
事
情

を
生
ぜ
し

め
た
る
も

の
は
商

人
の
反
劉
蓮
動
で
あ
h
、
鑑
定
者

の
技
緬

の
不
足

で
あ

る
と
同
時

に
、
ま

尤
勢
働

に
直
接

の
獲
得
力
を
與

へ
ん
と
す

る
機
關

に
内
在
的
候
惰

な
の
で
あ

る
。
ま

こ
と

に

勢

働
交
換

銀
行

は
不

況
に
陥
う
、
引
受
け
π
る
生
産
物
を
持

ち
飴
し
、

一
入
三
四
年
六
月
七

日
、
設
立
後

二
年
を
経

ず

し
て
、
其
終
末
を

日
冨

ρ

互
。・
に
依
り

て
告
げ
ら

る

㌧
に
至

つ
π
の
で
あ

る
。
そ
れ

は
明

に
生
産

と
需

要
、
生
産

と
消

費
の
適

合
を
な
し
能

は
ず
し

て
倒
れ
カ
の
で
あ

る
。
貨

幣
無
き
組
織

の
下

に
あ

う

て
は
、
我
ら
は
生
産

を
猫
占

し
、
消
費

を
強
制
す

る
に
非
れ
ば
生
産
と
消
費

の
均
衡

を
期

し
得

る
竜
の
で

は
な

い
。
如
何

に
統
計
を
精

密

に
す
る

ヘ

へ

も

、
現
在

の
我
ら
は
需
要

の
種
類

や
強
度
を
正
確

に
豫
測
し
得

る
も

の
で

は
な

い
。
加
之
、
生
産

物
を
勢

働
交
換
銀

行

に
預

け
入
れ
て
帥労
働
切
符

の
交
付

を
受
く

る
に
は
、
先

づ
以
て
其

の
生
産

物
を
所
有

し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

顧
。

必
要
な

る
生
産
手
段

を

有
せ
ざ

る
勢

働
者

は
生
産

を
な
す

こ
と
が
出
來
な

い
の
で
あ
る
。

か
く

て
オ
ー
ウ

エ
ン
が
勢

働
交
換

銀
行

の
設
立
の
趣
意
書

に
、
『
農

民

・
造
園
師

・
職

人

・
食
料

品

・
卸

小
費
商

は
公
卒

に
其
商

品
を
庭
分

し
得

る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
人
間
は
勢
働

に
於
け
る
等
慣

に
劃
し
勢
働

の
等
債

を
受
く

る
に
至

る
で

あ

ら

う
…
:
』

(註
)と
約

し
カ
る
歓
喜

は
、
現
實

の
夢

と
清

於
力

の
で

あ
る
。
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四

以

上

我

ら

が

オ

ー
ウ

エ
ン

の
勢

働

交

換

銀

行

に

加

へ
た

る
批

評

は

マ
ル

ク

ス
が

頃
量
〉、
及

び

9

超

に

加

へ
π

批

評

を

相

去

る

遠

か

ら

ざ

る

も

の
で

あ

る

。

マ
ル

ク

ス
は

護

み
δ

色
巴

9
℃
三
一8

。・℃
ゲ
凶o
(
一
。。
ミ

)
に

於

て

プ

レ
ー
を

評

し

、

N
舞

囚
『
三

犀

鉱
巽

で
o
一一ユ
。。
。
げ
。
旨

○
κ
o
ぎ

ヨ
δ

(
一
。。
い
O
)

に
於

て

ゲ

レ

ー
を

評

し

た

が

、
實

は
彼

は

プ

レ

ー
に

竜

ゲ

レ
ー

に

も

在

ら

ぎ

る

所

の
竜

の

を

評

し

π

の
で

あ

つ

て

、
彼

の
批

評

は
批

評

の
的

を

失

へ
る

も

の
で

あ

る
。

即

ち

マ
ル

ク

ス
の
批

難

を

受

く

べ
き

者

は

ブ

γ

-
、

グ

レ
ー

に
非

ず

し

て

オ

ー
ウ

エ

ン
な

の
で

あ

る
(
註
)
。

(
註
)

筆
者

は
プ

レ
ー
の
著

作
も
グ

レ
ー
の
著
作
も
見

る
こ
と
が
出
來

ぬ
。

以
下
総

て

オ

ー
キ

エ
イ
教

授
の
叙
述

に
從

ふ
。

オ
ー
キ

エ
イ
教

授

自
身

に

喝
o
×
≦
。
目

の
叙

述
に
擦

つ
t

よ
う
で
あ

ろ
o

其

他

ピ
o
毛
〇
三
訂
ポ

、臣

。
密

$
拭
鑓
づ

oQ
o
9
9
房

一3

「
や

ミ

卑

切謡
く
・脚
℃
℃
・
◎。
轟
卑

覧
ぎ

及

び
津
田
誠

一
君

「
リ

カ

ル
ド
派
肚
會
主
義
概
論
」

三
田
學

會
鵜
誌
第
・十
八
巻

に
簡

軍
な

る
紹
介

が
あ

ろ
0

1

先

づ

マ
ル

ク

ス
は

目
冨

国
碧

口冨
江
・
目
菩

。
ξ

国
×
。
げ
書

σq
①
が

プ

レ
ー

の
影

響

の
下

に

設

立

せ

ら

れ

カ

と

説

く

け

れ

共

、

そ

れ

が

誤

で

あ

る

乙
と

は

同
。
×
壽

一一
が

指

摘

せ

る

が

如

く

で

あ

る

。

男
。
×
≦
。
一一
は

曰
く

、
『
マ
〃

ク

ス
は

勢

働

炎

換

銀

行

の
設

立

を

プ

レ

ー

の
影

響

に

ょ

る

も

の

な

う

と

し

て

ゐ

る
。

然

し

此

の

銀

行

は

一
入

三

二
年

オ

ー

ウ

エ

ン

ロ
バ
ー
ト
・
ナ
ー
ウ

エ
ン
の
勢
働
交
換

銀
行

三
五
五

蝿



商
學
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究
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第
一
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(下
)

三
五
六

が
設

立
し
π
も

の
で
あ
亟
、
其
思
想
は
既

に

一
八

一
=

年
よ
う

オ

ー
ウ

エ
ン
の
う

ち

に
胚
胎

し

て
ゐ
る
。
余
は
ブ

γ

'-
が
此
ら

の
銀
行
を
考

へ
虎

の
を
見
な

い
。

プ

レ
ー
の
組
織
は
全
く
別
な
も

の
で
あ

る
』

と
。

プ

レ
ー
は
印
刷
職
工
で

あ

つ
た
と
云

ふ
他
、
彼

に
就

て
何

も
の
も
知
ら
れ
て
ゐ
な

い
。
彼

は

一
入
三
九
年

ぴ
。
巴
ω

に

て
主
著

ド
菩
。
=
.
、。・
≦
、.9
日σq
ω
讐
、匹
目
9
び
。
⊆
..。。
丙
。
昌一。身

を
出
版

し
π
。
蜀
。
x
'話
=
が
云
ふ
所
に
嬢

れ
ば
當

時
勢

働

者

の
希
望

は
総

て
政
治
的

に
し
て
、

ホ
ィ
グ
窯

の
政
権
掌
握

の
み
を
願

つ
て
ゐ
π
の
で
あ

つ
π
。

プ

レ
ー
の
目
的

は
、

政
治
的
鍵
化
が
肚
會
改
良

を
保
談
す

る
力
な

き

こ
と

を
示
す

に
あ

つ
カ
。
寓
・
×
ξ
。
=

は
曰
く

、
『
プ

y
ー
は
悪

の
根
.

源

は
交

易

の
不
干
等

の
原

理
の
う
ち

に
あ
る
と
云

ふ
』
と
。
そ
れ

の
み
な
ら
ば

オ

ー
ウ

エ
ン
と

の
相
異

が
無

い
や
う

で
あ

る
が

、然

し
ブ

γ
-
は
進
み

て
勢
働
階
級

の
服
從

の
原
因

の
其

相
を
捕

へ
て
ゐ
る
。
彼

は
曰
く
、
『
勢
働

階
級
全

膿

は
勢
働

の
手
段
に
就

て
、
從

て
生
活

の
手
段

に
就

て
、
資

本
家
及

び
雇
主

に
從
属

し

て
ゐ
る
。

:
…

資
本
家

・
地

主
等

は
勢
働

の

一
週

間

の
報

酬
と
し
て
、
前

週
彼

の
勢
働
よ
り
得
π

る
富

の

一
部
を
與

ふ
る
に
過
ぎ
な

い
』

と
。
か

か

る
状
態

に
劉
し

プ

レ

。
は
土
地
及
び
生
産

手
段

の
共

有
と
勢
働

に
基
く
分

配
と
を
提
唱
す
る
。
『
等

し

い
勢

働

は

其
勢

働

の
如
何
を
問

は
ず

、
等
し
く
報

酬
を
與

へ
ら
れ
ね
ば

な
ら

漁
。
勢

働

の
肚
會
的
債
値

の
不
孕
等

は
報

酬

の
不

丞
-等

の
理
由
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。
』

.

か
く

プ

レ
ー
は
資
本

の
共

有
を
提

唱
し
、
勢

働
を
等
質

と
見

て
、
勢
働
時
間
を
分
配

の
原

理
と
な
さ
ん
と
す
る

の



で
あ

る
か
ら
、
所
謂
集
産
主
義
者
で
あ
る
。

プ

γ
ー
は
實

行

の
上

に
於

て
は
過
渡
的
方
法
と

し
て
、
大
組
合
を
考

へ
る
。
大
英

國
の
五
百
萬

の
生
産
者

は
各
百

人
乃
至
千
人
宛

の
生
産
組
合
を
組
織
す
る
。
此
ら
の
生
産
組

合
は
賃
借

叉
は
購

入
に
よ
め

て
土
地
及
び
資

本
の
所

有

権
を
獲
得
し
、
各
組
合
員

は
提
供
せ
る
勢
働
者
に
よ
6
て
其
分
配
を
受
く
。
此
土
地
其
他

の
生
産
手
段

を
得

る
駕

に

プ

レ
ー
は
生
産

物

に
封
す

る
切
符
即
ち
資

本
家

に
代
慣
と
し

て
與

へ
ら

る
べ
き
切
符

を
作
ら
ん

乙
と
を
提

唱
す

る
。

此
切
符

は
勢
働
者

の
共
同

の
債

務
で
あ

つ
て
、
二
十
億
膀
ま
で
襲
行
せ
ら
る
べ
し
と
云
ふ
。
『
か
く

の
如
く

に
し
て
生

産
物

の
個
人
的

所
有
椹
と
生
産

力

の
共

有
と
が
並
存
し
得

る
で
あ
ら
う
』
と

プ

レ
ー
は
云

ふ
。
観
來

う
て
我
ら

は

マ

ル
ク
ス
が
、
生
産

に
燭
れ
ず

し

て
交

易
組

織
の
み
を
愛
化

せ
ん
と

し
π
と
プ

レ
ー
を
批
難

し
、
叉
勢
働
交
換

銀
行

に

影
響
を
輿

ヘ
カ
者
が

プ

レ

ー
な
う
と

云

つ
π

の
が
不
當

な
る
事
を
知

る
鐸
で

あ

る
。
『
勢

働

の
等
量

の
交

換
が
我
ら

に
與

へ
し
竜

の
は
何
で
あ

つ
π
か
。
生
産

過
剰
で
あ

り
、
下
落
で
あ
ム
、
勢

働

の
過
剰
で
あ
ム

、
次
で
生
ぜ

る
失
業

で

あ

つ
尤
』
と

の

マ
ル
ク

メ
の
批
評
が
加

へ
ら

る
べ
き

は
ブ

ソ
ー
に
非
ず

し

て
オ

ー
ウ

エ
ン
で
あ

る
。

マ
ル
ク
ス
は

N
霞

囚
「三
評
α
2

"
隻

瓜
。。6ゴ
窪

9
《9

。
ヨ
δ

(
一。。
い
ゆ
)
に
於

て
再

び
同
榛

の
批

難
を
グ

ソ
ー
に
加

へ
る
。

グ

γ
ー
は
商
舖

の
雇
人
で
あ

つ
禿
。
彼

は
幼
く
し
て
倫
敦

の
或
大
商
店

の
手
代
と
な
う
、
地
方

に
派
出
せ
し
め
ら
れ

る

の
を
常
と
し
π
。
彼

は

日
冨

2
銭

9
口巴

∩
。
ヨ
昌
δ
鴨。
芭

uり
岩
醗o
ヨ

と

云
ふ
齪
暴
な
わ
け
の
解
ら

楓

一
書
を
著
し
π
。

ロ
バ
ー
ト
・
ナ

ー
ウ

ェ

ン
の
勢
働
交
換

銀
行

三
五
七
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三
五
入

入

々

は

グ

レ

ー

に

之

を

出

版

し

な

い
よ

う

渤

告

し

π

。

そ

れ

に

戚

ず

る

所

あ

ゆ

、
彼

は

オ

ー

ウ

エ

ン

の
諸

著

を

讃

み

、

」

入

三

一
年

日
ゴ
o
oQ
o
9
巴

Q∩
k
。。
冨
ヨ

を

著

し

π

。

更

に

彼

は

》
昌

国
翫
o
一〇
暮

閃
o
ヨ
o
身

8

二

ぴ
。
U
一。・
嘗
o
。。
。。
O
h
属
僧
ま

房

(
一
。。
意

)
り
目
。
。
耳

。
。・
g

蜜

g
「
2

&

q
・。。
。
剛
竃
9
θ2

(
あ

も

)
を

著

し

カ

。

グ

レ

ー
自

ら

は

全

禮

と

し

て

も

、

詳

細

な

部

分

に
於

て
竜

何

人

の
思

想

の
響

影

も

受

け

な

い
と

云

つ

て

ゐ

る
が

、

然

し
彼

の

シ

ス

テ

ム
が

オ

ー

ウ

エ

ン
の

そ

れ

に

類

似

せ

る

こ
と

は
孚

は

れ

難

い
。

グ

γ

ー

の
主

π

る

目

的

は

恐

慌

を

避

け

ん

と

す

る

に

あ

る
。

彼

は

恐

慌

の
原

因

は

貨

幣

に
基

礎

を

置

く

交

易

組

織

に

あ

る
と

考

へ
、
貨

幣

の

仲

介

を
腰

止

す

る

シ

ス
テ

ム
を

考

へ
尤

。

..く
・
二
二

。。

o
げ
く
一〇
房

芸
僧
二

け
騨
σq
『0
8

8

僧
一9
お
①
o
曇
〇
三

三

夢

匪
o
陰
o
σq
「9
8

0
h
昏
o
。。け腎
Φ
。。
0
6
乾

置
仲o
。。
O
P

o
-鼠

楓
・

津

℃
δ

<
哉
o
g。

く
ぎ

壽

=
楓
♂
「
夢
o
曾
警
。
。
o
鼻

「
o
一
〇
臨

&

器
仲受

…

●・㌧
、(
註
)

(
註
)

ピ
o類
o韓
冨
ポ
目
冨

表
o母
岳
㊤昌
留
9
9。ま
5

℃
・
9
の

然

る

に

マ
ル

ク

メ
は

グ

レ

ー
の

組

織

を

記

し

て

、
『

一
中

央

銀

行

が

其

支

店

と

協

力

し

、
各

種

の
商

品

の

生

産

に

投

ぜ

ら

れ

カ

る
勢

働

時

間

を

確

か

め
、

此

ら

の
商

品

と

交

換

に

領

値

の

公

の
讃

明

書

即

ち

冬

商

品

に
含

ま

る

＼
勢

働

時

間

の

受

領

書

を

生

産

者

に
交

付

す

。

勢

働

の

一
週

・

一
日

・

一
時

間

等

を

表

す

此

ら

の

切

符

は

銀

行

の
倉

庫

の

う

ち

に

あ

る
他

の

総

て

の

商

品

を

受

く

る
を

得

る
等

慣

を

示

す

』

も

の
で

あ

る

と

云

ふ
。

此

れ

は
明

に

オ

ー

ウ

ェ

ン
の

シ

ス
テ

ム
で

あ

つ
て

、

グ

γ

-

の
そ

れ

で

は

な

い
。

さ
れ

ば

マ
ル

ク

ス
の

グ

レ

ー
に
覇

す

る

、

.、O
「電

ω、一∋
。。
σq
四器

ρ
器
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塁
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冨
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露
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℃
2

<
・
・暮

ω
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。
ヨ
や
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膏

乙

凶お

6
8

日
窪

二

"き

。

と

.伽
σq
餌
a

ユ
2

.9
三

「
。

8

ヨ

ヨ
。

紆

。。
℃
3

ユ
三

什。。

含

冨

く
巴

ω
。
。
奪

竃

9
尻

色

一。
。。

b
①

℃
2

<
。
昇

ω
・

量

℃
℃
g

6
二

.∈
冨

と

.窪

g

ρ
=
.
g

<
。
碁

自
。

8

0
飛

隻

。
。。
。。
。
鼻

目
。
・・

暴

『
。
ざ

口
集

・。
8

§

£

・
・。

℃
δ

α
'碁

・。

言

黒

魯

梓
・。

。
蔵

。

庁
『
器

黄

ず
一
象

『
凶畠
邑

。。
」

&

§

鼠

p
一日
け
①
二

8

蚕

ρ
鼠

山
。
…<
。
三

ω
げ
魯

,§
興

8

ヨ

ヨ
Φ

量

爲
。
<
巴

『

。
。
凶巴

σq
曾

傷
邑

嚇

二

・
二
「

巴

曾

巴

8

母

房

一。

嘆

。
8

ω
ω
岳

自
。

ま

6
冨

夷

⑦

冒

α
ぞ

剛費

・
r

。
巳

。

器

話

凶
ざ

飢
撃

。・
ご

℃
δ

含

6
ま

=

§

ρ
8

冨

&

ρ

ま

ユ
。
く
雪

=

轟

く
塾

8

6
芭

ρ
二
。

鴇

=

.僧
頴

5
巴

8

=
三

く
韓

ω
亀

。

α
。
。。
嘗
遷

窒

×

ぎ

隻

三
身

。
剛・・
.
…

:
●

ピ
。

α
。
σq
§
。

虐

。

ド

ヨ

舞

。
冨

鱒】ユ
凶。・
①

・
ω
巳

色

p

§

。
言

巴
。

畠
一8

§

8

噌

巴

。
冨

く
塾

窟

三

。
巳

一。
乱

巴

.ぎ
α
ぎ

含

§

】8

自

窪

鮎
一。

・
ω
こ

凶「
。
g

。
ヨ
。
葺

身

貯
9
奉

=

。・
g

Σ

℃
ま

g

<
冷
暮

℃
器

導

・

ぐ
曾
,怠

B

§

虐

、
目

・

げ
9
呂

器

図

p

。
岸

g

。
℃
?
、。

絶

。
三

鼻

目
。

童

年

酔

α
彗

ω
8

6
9
ω
こ

。
二
・
邑

二

・

吋
ひ
δ

号

。
『三
碧

・
㌔
、(註
)
の
評
は
オ

ー
ウ

エ
ン
に
向
け
ら

る
べ
き
で
あ

る
。
此
批
評

は
特
有

の
ド
イ

ツ
流

の
筆

法
で
あ

つ
て
把

捉

に
困
難
で
あ

る
が
、
要
す

る
に
勢
働

に
よ
る
慣
値

の
決
定

は
勢

働

の
猷
會
的
利
用

の
組
織
化

を
條
件
と
す

る
、
即

ち
勢
働

の
組

織

に
よ
る
生
産

と
消
費

の
豫

め
の
適

合
を
條
件

と
す

る
と
云

ふ
意
味
で

あ

る
。

拳

(
註

)

寄

メ

峯

婁

。

g

冨

勺
ε
一。
加。
℃
窪
ρ

。
◎
'
お

ぶ

》
署

。
・
臼
8

口
"
旭
』

鴇

。
;

g
ぎ

(
附
記
)

本

稿
な
草

し
終

つ
て
若
干

日
の
後

、
河

上
博
士
の
杜
會
問
題

研
究
第

十
四
冊
以
下

に
ナ

ー
ウ

エ

y
の
研
究
が
あ

る
こ
と
な
高

松
勤
教
授

&

り

聞
く
な
得
六
。
早
速

そ
れ
な

一
讃

し
六

が
、

教

へ
ら

ろ
べ
も

の
は
何

も
の
も
な

い
。

「,膏
、"
墨
,、ト
.鉦
ナ

ー
、Ψ
,エ
ジ

の
勢
働
交
換

銀
行

.
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五
九
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